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寛
政
の
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
出
版
取
締
り
は
、
当
時
の

出
版
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
本
稿
は
、
こ
の
時
期
の

鶴
屋
喜
右
衛
門
（
以
下
「
鶴
喜
」）
の
出
版
活
動
を
通
し
て
、

こ
の
出
版
取
締
り
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
改
革
期
、
鶴
喜
は
曲
亭
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
を

出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
教
訓
・
啓
蒙
的
な
作
品
を

出
版
す
る
と
い
う
改
革
下
に
お
け
る
鶴
喜
の
活
動
方
針
に

沿
っ
た
出
版
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
出
版
統
制
に
対
応
し

よ
う
と
し
な
が
ら
、
幕
府
か
ら
出
版
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
実

録
を
素
材
と
し
た
作
品
を
出
版
す
る
と
い
う
の
は
、
理
屈
に

合
わ
な
い
行
為
で
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
改
革
に
お
け

る
出
版
統
制
の
基
準
が
不
明
確
で
あ
り
、
出
版
を
試
み
な
け

れ
ば
処
罰
さ
れ
る
か
否
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
起
こ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
改
革
期
の
混
乱
の
中
、
鶴
喜
の
出

版
活
動
を
支
え
た
の
は
馬
琴
だ
っ
た
。
の
ち
の
読
本
出
版
に

ま
で
引
き
続
く
両
者
の
関
係
は
、
二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た

改
革
期
に
培
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に
─
寛
政
改
革
と
黄
表
紙

　

江
戸
時
代
は
、
出
版
の
商
業
化
が
進
み
、
出
版
文
化
が
盛

【
論　

文
】寛

政
改
革
下
に
お
け
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
の
出
版
活
動

│
│ 

曲
亭
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
を
手
が
か
り
に 

│
│

伊 

與 

田　
　

麻 

里 

江
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行
す
る
一
方
で
、
為
政
者
に
よ
る
出
版
物
へ
の
弾
圧
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
、
改
革
政
治
の
折

に
は
、
厳
し
い
出
版
統
制
が
実
施
さ
れ
た
。

　

老
中
松
平
定
信
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
寛
政
の
改
革
も
例

外
で
は
な
い
。
こ
の
改
革
に
お
け
る
出
版
統
制
の
特
徴
は
、

こ
れ
ま
で
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
草
双
紙
に
も
規
制
の

網
を
広
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
寛
政
改
革
や
、
幕
府
内
で
起

こ
っ
た
刃
傷
事
件
を
題
材
と
し
た
黄
表
紙
に
対
す
る
絶
版
処

分
（
天
明
八
〈1788
〉
年
〜
寛
政
元
〈1789

〉
年
）、
草
双

紙
を
含
む
地
本
に
対
す
る
「
行
事
改
」（
自
主
検
閲
）
の
要

請
（
寛
政
二
〈1890

〉
年
十
月
申
渡
）
を
皮
切
り
に
、
定

信
の
老
中
退
任
後
、
文
化
年
間
（1804

〜1817

）
に
入
る

ま
で
取
締
り
は
続
け
ら
れ
た

）
1
（

。

　

幕
府
の
政
策
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
等
の
時
事
的
な
話
題
を
扱

え
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
世
性
を
そ
の
特
徴
と
し

て
い
た
黄
表
紙
は
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
弾
圧

に
よ
っ
て
、
黄
表
紙
ジ
ャ
ン
ル
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
武
士

作
家
も
戯
作
界
か
ら
退
場
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
の
変
容
と
作
者

の
減
少
と
い
う
状
況
を
受
け
て
、
書
肆
も
新
た
な
活
動
を
模

索
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
（
仙
鶴
堂
。
以
下

「
鶴
喜
」）
は
、
蔦
屋
重
三
郎
（
以
下
「
蔦
重
」）
と
並
ぶ
江

戸
の
大
手
書
肆
で
あ
る
。
当
初
は
、
京
都
の
浄
瑠
璃
本
屋
の

出
店
で
あ
っ
た
が
、
草
双
紙
の
出
版
を
精
力
的
に
行
っ
て
頭

角
を
現
し
、
幕
末
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
を
世
に
送
り
出
し
た

）
2
（

。
改
革
が
断
行
さ
れ
た
時
、
鶴
屋

の
当
主
で
あ
っ
た
の
は
、
後
期
読
本
の
出
版
で
も
知
ら
れ
る

二
代
目
小
林
鶴
右
衛
門
近
房
で
あ
っ
た

）
3
（

。

　

前
述
の
通
り
、
寛
政
改
革
は
、
当
時
の
出
版
界
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
出
版
を
生
業
と

し
て
い
た
書
肆
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
改
革
に
対
応

し
た
か
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
幸
氏
が
分
析
し
た
蔦
重
の
活

動
）
4
（

以
外
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
改
革
期
に
鶴
喜
か
ら
出
版
さ
れ
た
曲
亭
馬
琴
の
黄

表
紙
作
品
を
取
り
上
げ
、
鶴
喜
の
出
版
活
動
と
の
関
連
を
探

り
な
が
ら
、
出
版
統
制
下
に
お
け
る
鶴
喜
の
試
み
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
考
え
る
。

二
、
馬
琴
の
抄
録
物
黄
表
紙

　

ま
ず
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
馬
琴
の
黄
表
紙
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。
馬
琴
の
黄
表
紙
は
、
そ
の
作
風
に

よ
っ
て
「
滑
稽
」
と
「
老き

ま
じ
め実

」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
て
い

る
）
5
（

。
前
者
は
、
山
東
京
伝
や
、
天
明
期
（1781

〜1789

）

に
活
躍
し
た
恋
川
春
町
、
朋
誠
堂
喜
三
二
の
黄
表
紙
作
品
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
馬
琴
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
黄
表
紙
と

は
こ
う
し
た
作
風
の
も
の
で
あ
っ
た

）
6
（

。
後
者
の
「
老
実
」
な

作
品
群
は
、
水
野
稔
氏
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、「
軍
談
実
録

か
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
の
安
易
な
筋
書
き
」
の
「
長
編
化
し
た
作

品
」
と
、「
伝
奇
的
な
説
話
の
筋
を
尊
重
す
る
」「
黄
表
紙
の

戯
謔
を
は
な
れ
た
き
ま
じ
め
な
作
風
」
に
二
分
さ
れ
る
。
水

野
氏
は
、
黄
表
紙
と
し
て
の
評
価
は
決
し
て
高
く
な
い
こ
れ
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ら
の
「
老
実
」
な
作
品
群
が
、
後
の
馬
琴
合
巻
へ
発
展
し
た

と
指
摘
す
る

）
7
（

。

　

た
だ
、
特
に
「
軍
談
実
録
か
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
の
安
易
な
筋

書
き
」
の
「
長
編
化
し
た
作
品
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
作

手
法
が
「
安
易
」
と
見
做
さ
れ
た
た
め
か
、
研
究
の
俎
上
に

載
せ
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
作
品
群
は
、
寛
政
改
革
下
の
鶴
喜
の
出
版
活
動
に
お

い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
水
野
氏
が
「
安
易
な
筋
書
き
」
と
称
し
た
作
品
群

に
、
そ
れ
ら
の
作
品
と
共
通
点
を
持
つ
一
作
を
加
え
て
一
覧

す
る
（
作
品
名
は
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』〈https://kok 

usho.nijl.ac.jp/

〉
に
拠
る
）。

【
馬
琴
長
編
抄
録
物
黄
表
紙
一
覧
】

寛
政
五　

 

①
『
銘

め
い
は

正ま
さ

夢ゆ
め

楊や
な

柳ぎ
の
ひ
と一
腰こ

し

』（
前
編
）・『
登

の
ぼ
り

阪ざ
か

宝た
か
ら

山や
ま

道み
ち

』（
後
編
）（
六
巻
六
冊
）
无
名
子
〈
鶴
屋
〉

寛
政
九　

 

②
『
彦ひ

こ

山さ
ん

権ご
ん

現げ
ん

誓
ち
か
い
の

助す
け

剣だ
ち

』（
五
巻
五
冊
）
作
者

名
な
し
〈
蔦
屋
〉

寛
政
十　

 

③
『
時じ

代だ
い

世せ

話わ

足あ
し

利か
が

染ぞ
め

』（
前
編
）・『
足あ

し

利か
が

染ぞ
め

拾
し
ゅ
う

遺い
の

雛ひ
な

形が
た

』（
後
編
）（
五
巻
五
冊
）
傀
儡
子
〈
鶴
屋
〉

享
和
元　

 

④
『
父

お
や
の
か
た
き讐

宇う

都つ
の

宮み
や

物も
の

語が
た
り』（

前
編
）・『
五

ご
だ
ん
つ
づ
き齣

浄
じ
ょ
う

瑠る

璃り

酒ざ
か

肆や

』（
後
編
）（
五
巻
五
冊
）
傀
儡
子
〈
鶴

屋
〉

享
和
二　

 

⑤
『
太た

い

平へ
い

記き

忠ち
ゅ
う

臣し
ん

講こ
う

釈し
ゃ
く』（

前
編
）・『
忠

ち
ゆ
う

臣し
ん

講こ
う

釈し
ゃ
く

後ご

坐ざ
の

巻ま
き

』（
後
編
）（
五
巻
五
冊
）
傀
儡
子
〈
鶴

屋
〉

文
化
二　

 

⑥
『
復か

た
き
う
ち讐
阿あ

姑こ

射や

之の

松ま
つ

』（
五
巻
五
冊
）
魁
蕾
子

〈
鶴
屋
〉

　

こ
の
六
作
に
共
通
す
る
の
は
、
黄
表
紙
の
定
型
で
あ
る
三

巻
三
冊
十
五
丁
を
越
え
、
五
巻
五
冊
二
十
五
丁
ま
た
は
六
巻

六
冊
三
十
丁
に
及
ぶ
長
編
作
品
で
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
も
敵

討
を
主
題
と
し
た
作
品
（
敵
討
物
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

典
拠
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
作
品
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
抄

録
物
」
と
称
す
）
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
无
名
子
、

傀
儡
子
、
魁
蕾
子
と
い
っ
た
異
称
を
用
い
る
、
著
者
名
を
出

さ
な
い
等
、「
曲
亭
馬
琴
」
以
外
の
名
で
出
版
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
こ
の
六
作
品
に
共
通
す
る
。
馬
琴
は
こ
う
し
た
異
称

の
う
ち
、「
傀
儡
子
（
魁
蕾
子
）」
に
つ
い
て
、『
近
世
物
之

本
江
戸
作
者
部
類
』（
天
保
五
〈1834

〉
年
成
。
以
下
『
作

者
部
類
』）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

傀か
い

儡ら
い

子し

〔
又
作w

魁か
い

蕾ら
い

子しq

〕
玉
亭

こ
は
別
に
そ
の
人
あ
る
に
あ
ら
ず
、
馬
琴
が
異
称
也
。

書
賈
の
誂
へ
に
て
、
そ
の
意
に
あ
ら
ざ
る
臭
草
紙
を
綴

る
折
は
、
傀
儡
子
作
と
署
し
た
る
あ
り
。
そ
は
寛
政
五

年
の
春
出い

で

し
『
増
補
伊
賀
越
物
語
』（
引
用
者
注
│
『
銘

正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』
を
指
す
）〔
全
三

冊
（
引
用
者
注
│
正
し
く
は
六
冊
）
鶴
屋
板
〕、
同
八

年
の
春
の
新
板
『
彦
山
権
現
誓
助
剱
』〔
五
冊
物
、
蔦

屋
板
〕、
同
九
年
の
春
の
新
板
『
賽
山
伏
狐
修
怨
』〔
二

冊
物
、
蔦
屋
板
〕、
是
也
。
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馬
琴
は
、
傀
儡
子
お
よ
び
魁
蕾
子
は
馬
琴
の
「
異
称
」
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
「
異
称
」
は
書
肆
の
要
請
に
よ
っ
て
不
本

意
な
が
ら
創
作
し
た
場
合
に
用
い
た
こ
と
を
明
か
し
、
一
覧

の
①
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』、
②
『
彦
山

権
現
誓
助
剣
』
を
含
む
三
作
を
あ
げ
て
い
る
。『
作
者
部
類
』

で
は
、「
傀
儡
子
（
魁
蕾
子
）」
以
外
の
異
称
を
用
い
た
場
合
、

ま
た
は
著
者
名
を
出
さ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
言
葉
を
敷
衍
す
れ
ば
、「
曲
亭
馬
琴
」
の

名
を
出
さ
ず
に
出
版
さ
れ
た
作
品
は
、
書
肆
の
要
請
に
よ
っ

て
創
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
当
然
、
こ
れ
ら

六
作
の
う
ち
、
五
作
を
刊
行
し
た
鶴
喜
の
関
与
が
推
定
さ
れ

る
。

　

た
だ
し
、
菱
岡
憲
司
氏
は
、「
異
称
」
を
用
い
た
作
品
が

書
肆
の
意
向
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
『
作
者
部
類
』
の
記
述
を
無
条
件

に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る

）
8
（

。
菱
岡
氏
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、『
作
者
部
類
』
の
記
述
に
は
誤
り
も
多
く
、
参

照
に
際
し
て
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
、
鶴
喜
板
の
作
品
、
な
か
で
も

実
録
を
素
材
と
し
た
作
品
（
①
、
④
、
⑥
）
の
典
拠
、
創
作

法
を
確
認
し
た
上
で
、
鶴
喜
の
出
版
活
動
と
の
関
連
を
検
討

し
た
い
（
演
劇
に
取
材
し
た
③
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
ま
た
異

な
る
観
点
か
ら
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
）。

　

実
録
（
実
録
体
小
説
）
と
は
、
事
実
の
記
録
と
い
う
体
で

創
作
さ
れ
た
読
み
物
の
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
は
な
い
が
、
実
事
件
に
取
材
し
た
作
品
も
多
く
、
武
家
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
内
情
に
触
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
に
出

版
が
許
さ
れ
ず
、
写
本
の
か
た
ち
で
流
通
し
た
。
実
録
を
素

材
と
す
る
文
芸
作
品
は
多
く
、
草
双
紙
に
お
い
て
も
し
ば
し

ば
実
録
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
作
品
が
創
作
、
刊
行
さ
れ
て
き

た
）
9
（

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
馬
琴
作
品
も
、
こ
う
し
た
実
録
種

草
双
紙
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』

　

寛
政
五
（1793

）
年
に
鶴
喜
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
銘
正

夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』
は
、
寛
永
七
（1630

）
年
、

岡
山
藩
士
渡
部
数
馬
が
、
父
靱ゆ

き
え負
の
敵
で
あ
る
河
合
又
五
郎

を
討
っ
た
伊
賀
越
敵
討
を
題
材
と
す
る
。
剣
豪
荒
木
又
右
衛

門
の
逸
話
と
し
て
も
名
高
い
こ
の
事
件
は
、
演
劇
や
小
説
に

組
み
込
ま
れ
、
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

本
作
は
、
基
本
的
に
、
歌
舞
伎
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』（
奈

河
亀
輔
、
安
永
五
〈1776

〉
年
初
演
）
の
「
安
易
な
翻

案
）
10
（

」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
作
の
典
拠
を
再
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
作
品
は
、「
伊
賀
越
敵
討
物
の
中
で

最
も
流
布
し
た

）
11
（

」
と
さ
れ
る
実
録
『
殺
法
転
輪
』（
作
品
名

は
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
る
）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。【
表
１
】

は
、『
殺
法
転
輪
』（
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
神
宮
皇
學
館

文
庫
本
）
の
章
題
と
、
そ
の
内
容
に
対
応
す
る
『
銘
正
夢
楊

柳
一
腰
』
お
よ
び
『
登
阪
宝
山
道
』
の
丁
数
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、『
登
阪
宝
山
道
』
の
上
巻
一
冊
は
『
殺
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【表 1】

『殺法転輪』 『銘正夢楊柳一腰』【銘】
『登阪宝山道』【登】

① 　備前宰相忠雄卿家士渡部靱負河合又五郎事 付河合正宗刀
の事

② 　渡部靱負河合又五郎正宗ノ刀所望 付又五郎靱負討事
③ 　河合又五郎立退荒井四郎五郎殿 付御旗本中徒党の事
④ 　従忠雄卿荒井殿へ河合請取行 付老母人質の者 并笹川団右
衛門切腹の事（巻之一）

【銘】（上）1丁裏～ 5丁表
（上）5丁裏～（中）9丁表
（中）9丁裏～ 12 丁表

　＊なし

⑤　宰相忠雄御一家徒党の事
⑥　松平伊豆殿の事 付忠雄逝去 并御一門及諸臣へ遺言の事
⑦　御旗本中寺入 付従講義御書出 并河合又五郎追放の事
⑧　忠雄御長子相模守殿家督相続 付於殿中の事
⑨  　渡部数馬仇討出 付和州郡山の城主本多大内記殿家士荒木
又右衛門出所の事

⑩　数馬於テ和州郡山又右衛門へ対面の事
⑪ 　荒木又右衛門助太刀討出 付大内記殿ヨリ御腰物被下之
并桜井甚左衛門へ残書の事（巻之二）

　＊なし
（下）12 丁裏・13 丁表
　同上
　同上
　13 丁表～ 13 丁裏

　13 丁裏・14 丁表
　14 丁裏・15 丁表

⑫　本多大内記殿家士桜井甚左衛門舎弟甚助出所の事
⑬　大内記殿於御前荒木桜井仕合 付荒木手柄の事
⑭　桜井甚左衛門仇討後見助太刀 付同甚助御暇被下の事
⑮ 　桜井兄弟於摂州大坂渡部荒木対面 付両士江戸下向の事（巻
之三）

（下）12 丁裏～ 15 丁表
（下）15 丁裏
【登】（中）16 丁表
（中）16 丁裏～ 19 丁表

⑯ 　河合又五郎為見継桜井兄弟其外旗本中間人従三州片浜欲向
肥州相良事

⑰ 　荒木渡部再上方へ発足 付藤堂大学頭殿家士梶原現右衛門
為餞別贈路銀事

⑱　於豆州三嶋荒木桜井出会 付三嶋明神へ参詣の事
⑲　荒木於遠州白須賀桜井見失事
⑳　桜井兄弟河合対面 付荒木家来北藤武兵衛桜井家人ヲ見出事
㉑　荒木渡部於伊州小田仇方の者共待事
㉒　於上野仇討桜井兄弟最期の事
㉓　於上野城下双方槍合の事（巻之四）

　19 丁裏・20 丁表

　＊なし

（下）21 丁表
　同上
　21 丁表～ 22 丁裏
　＊なし
　＊なし
　22 丁裏・23 丁表

㉔ 　上野城下就仇討国主従大学頭殿御人員被出之 付河合最期
并山添北藤討死星合団四郎被討事
㉕ 　大学頭殿と松平相模守殿争論 付池田家臣荒尾但馬関東下
向 并松平豆州殿の事
㉖ 　大坂御城代安部備中守殿へ従藤堂殿荒木渡部の両士被差上
付荒尾但馬守向伊州両士請取対談相調則受取の事
㉗ 　郡山城主従本多大内記殿本多助之進長尾隼人以両士荒木止
之 付渡部荒木周伯従の太守賜家禄の事（巻之五）

　23 丁裏～ 25 丁表

　＊なし

　＊なし

　25 丁裏
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法
転
輪
』
と
は
内
容
的
な
共
通
点
が
な
い
た
め
、【
表
１
】

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
『
登
阪
宝
山
道
』
上
巻
の
内

容
や
、
本
作
の
板
木
に
修
正
の
跡
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
後
に
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、『
殺
法
転
輪
』
と
馬
琴

作
品
の
関
係
、
お
よ
び
馬
琴
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
手
法
を
確

認
し
て
お
き
た
い
（
序
文
に
あ
た
る
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』

一
丁
表
を
除
く
）。

　
【
表
１
】
を
見
る
と
、
省
略
さ
れ
て
い
る
章
（
④
、
⑤
、
⑰
、

㉑
、
㉒
、
㉕
、
㉖
）
は
あ
る
も
の
の
、
本
作
は
ほ
ぼ
『
殺
法

転
輪
』
の
物
語
展
開
に
沿
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
馬
琴
は
、
展
開
の
み
な
ら
ず
、
文
章
表
現
も

実
録
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
敵
で
あ
る
沢
井

政
五
郎
（
実
録
の
河
合
又
五
郎
に
あ
た
る
）
に
関
す
る
描
写

を
あ
げ
る
（
共
通
す
る
字
句
に
傍
線
を
付
す
）。

○
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』（
二
丁
裏
・
三
丁
表
）

こ
ゝ
に
又
、
沢
井
政
五
郎
と
て
、【
空
欄
】
近
習
役
を

勤
め
た
り
。
彼
も
譜
代
の
士
ニ
て
年
二
十
二
才
、
常
々

武
芸
出
精
し
、
こ
と
に
沢
井
廣
五
郎
い
と
こ
に
て
、

歴
々
へ
も
立
ち
入
り
、
当
世
の
き
や
し
や
男
也
。

○
『
殺
法
転
輪
』「
備
前
宰
相
忠
雄
卿
家
士
渡
部
靱
負
河

合
又
五
郎
事 

付
河
合
正
宗
刀
の
事
」〈
①
〉

又
爰
ニ
河
合
又
五
郎
ト
テ
家
禄
七
百
石
玉
ハ
リ
近
習
役

ヲ
ツ
ト
メ
タ
リ
。
カ
レ
モ
譜
代
ノ
士
ニ
テ
年
二
十
二
歳

也
。
常
々
武
芸
ニ
精
ヲ
出
ス
。
殊
ニ
御
直
参
荒
井
四
郎

五
郎
殿
ノ
仮
リ
ノ
従
弟
ニ
テ
御
旗
本
ヱ
モ
立
入
リ
、
当

世
風
ノ
男
也
。

又
五
郎
の
従
弟
四
郎
五
郎
（
馬
琴
作
品
で
は
廣
五
郎
と
す

る
）
に
つ
い
て
実
録
が
「
御
直
参
」
と
す
る
の
を
馬
琴
作
品

で
は
省
略
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
実
録
で
は
、又
五
郎
が
「
御

旗
本
」
と
交
流
が
あ
る
と
す
る
の
を
、
馬
琴
作
品
で
は

「
歴
々
」
と
変
更
し
て
い
る
こ
と
等
、
細
か
い
省
略
、
改
変

は
あ
る
が
、
本
作
が
実
録
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
な
お
、
掲
出
し
た
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』
の
文
章
に

は
、
板
木
を
削
っ
た
跡
と
思
わ
れ
る
空
欄
（【
空
欄
】）
が
あ

る
。
実
録
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、「
家
禄
七
百
石
ヲ
玉
ハ

リ
」
と
い
う
記
述
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
改
め
て
触
れ
る
。

　

次
に
、
本
作
に
お
け
る
抄
録
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。
黄
表
紙
は
そ
も
そ
も
十
五
丁
程
度
の
短
い
読
み
物
で
あ

り
、
本
作
の
よ
う
な
長
編
黄
表
紙
で
も
三
十
丁
程
度
の
分
量

し
か
な
い
。
そ
の
上
、
毎
丁
に
挿
絵
が
あ
る
た
め
、
一
丁
に

書
き
込
め
る
文
章
量
も
限
ら
れ
る
。
実
録
を
黄
表
紙
化
す
る

場
合
は
、
当
然
な
が
ら
、
実
録
の
内
容
を
刈
り
込
み
な
が
ら

内
容
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馬
琴
も
い
く
つ
か
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
省
略
し
つ
つ
『
殺
法
転
輪
』
を
黄
表
紙
化
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
省
略
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。
例
と
し
て
、『
殺
法
転
輪
』
巻

之
一
「
河
合
又
五
郎
立
退
荒
井
四
郎
五
郎
殿 

付
御
旗
本
中

徒
党
の
事
」（
③
）
か
ら
巻
之
二
「
松
平
伊
豆
殿
の
事 

付
忠
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雄
逝
去 

并
御
一
門
及
諸
臣
へ
遺
言
の
事
」（
⑥
）
の
利
用
法

を
取
り
上
げ
る
。

　
『
殺
法
転
輪
』
③
〜
⑥
に
は
、
河
合
又
五
郎
の
従
弟
・
荒

井
四
郎
五
郎
を
は
じ
め
と
し
た
旗
本
連
中
と
、
数
馬
の
主

君
・
備
前
宰
相
忠
雄
卿
と
が
対
立
す
る
、
旗
本
騒
動
と
呼
ば

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
る
。
実
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
騒

動
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
馬
琴
作
品
に
摂
取
さ
れ

た
筋
に
傍
線
を
付
す
）。

・
靱
負
を
斬
殺
し
た
又
五
郎
は
、
従
弟
で
あ
る
四
郎
五
郎

を
頼
る
。
四
郎
五
郎
は
、
仲
間
の
旗
本
と
と
も
に
又
五

郎
を
匿
う
決
意
を
し
、
忠
雄
卿
と
対
立
す
る
（【
表
１
】

③
）。

・
激
怒
し
た
忠
雄
卿
は
、
家
臣
笹
川
団
右
衛
門
を
派
遣
し

て
、
人
質
と
し
て
捕
ら
え
た
又
五
郎
の
母
と
又
五
郎
と

を
交
換
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
旗
本
た
ち
の
奸
計

に
よ
っ
て
人
質
交
換
は
失
敗
、
責
任
を
感
じ
た
団
右
衛

門
は
切
腹
す
る
（【
表
１
】
④
）。

・
家
臣
を
失
っ
た
忠
雄
卿
は
ま
す
ま
す
怒
り
を
募
ら
せ
、

一
門
を
巻
き
込
ん
で
対
立
が
激
化
、
つ
い
に
は
、
老
中

が
事
の
収
拾
へ
乗
り
出
す
事
態
に
発
展
す
る
（【
表
１
】

⑤
）。

・
対
応
に
苦
慮
し
た
老
中
は
、
忠
雄
卿
を
毒
殺
す
る
。
忠

雄
卿
は
、
数
馬
に
敵
討
を
成
就
す
る
よ
う
遺
言
し
て
逝

去
。
旗
本
騒
動
は
収
束
す
る
（【
表
１
】
⑥
）。

こ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』
で
は
以
下

の
よ
う
に
旗
本
騒
動
を
描
く
。

・
幾
弥
（
靱
負
）
を
殺
し
た
政
五
郎
（
又
五
郎
）
が
逃
亡

し
た
こ
と
を
知
っ
た
足
利
管
領
（
忠
雄
卿
）
は
、
政
五

郎
詮
議
の
た
め
、
政
五
郎
の
母
を
人
質
と
す
る
（
十
一

丁
表
）。

・
政
五
郎
は
従
弟
で
あ
る
廣
五
郎
（
四
郎
五
郎
）
を
頼
る
。

廣
五
郎
は
仲
間
と
と
も
に
政
五
郎
を
匿
う
決
意
を
し
、

足
利
管
領
と
対
立
す
る
。
足
利
管
領
は
立
腹
し
、
廣
五

郎
等
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
が
、
に
わ
か
に
病
臥
し
、
静

馬
（
数
馬
）
に
敵
討
を
成
就
す
る
よ
う
遺
言
し
て
逝
去

す
る
（
十
一
丁
裏
・
十
二
丁
表
）。

馬
琴
作
品
で
は
旗
本
騒
動
の
発
端
に
あ
た
る
③
と
、
結
末
に

あ
た
る
⑥
の
内
容
を
簡
略
化
し
つ
つ
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

こ
の
騒
動
の
大
枠
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
詳
細
な

経
緯
は
、
忠
雄
卿
が
又
五
郎
の
母
を
人
質
に
取
っ
た
と
い
う

④
の
筋
の
一
部
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る

（
傍
線
部
参
照
）。
お
そ
ら
く
、
④
と
⑤
が
主
筋
で
あ
る
数
馬

の
敵
討
と
は
直
接
関
係
し
な
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
割
愛
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
敵
討
に
直
結
し
な
い
筋
を

積
極
的
に
そ
ぎ
落
と
し
て
い
く
の
が
、
馬
琴
の
手
法
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
馬
琴
が
『
殺
法
転
輪
』
⑤
を
省
略
し
た
理
由
は
、

敵
討
の
筋
を
主
軸
と
し
て
実
録
の
内
容
を
再
編
集
し
よ
う
と

い
う
意
識
か
ら
だ
け
で
な
く
、
こ
の
場
面
に
書
き
に
く
い
内

容
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
通
り
、

実
録
は
、
そ
の
内
容
か
ら
出
版
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
読
み

物
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
享
保
七
（1722

）
年
十
一
月
、
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享
保
の
改
革
下
で
発
令
さ
れ
た
出
版
条
目
に
は
、
次
の
よ
う

な
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
、
人
々
家
筋
先
祖
之
事
な
ど
を
彼
是
相
違
之
義
ど
も
、

新
作
之
書
物
に
書
顕
し
、
世
上
致
流
布
候
義
有
之
候
。

右
之
段
、
自
今
御
停
止
に
候
。
若
し
右
之
類
有
之
、
其

子
孫
よ
り
訴
出
候
に
お
ゐ
て
は
急
度
御
吟
味
可
有
之
筈

ニ
候
事
。（
第
三
条
）

一
、
権
現
様
之
御
儀
は
勿
論
、
惣
て
御
当
家
之
御
事
、
板

行
書
本
、
自
今
無
用
ニ
可
仕
候
。
無
拠
子
細
も
有
之
ば

奉
行
所
え
訴
出
、
指
図
受
可
申
事
。（
第
五
条
）

第
三
条
で
は
、
人
々
（
武
士
）
の
家
筋
や
先
祖
に
つ
い
て
書

き
記
し
て
流
布
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
も
し
、
そ
の
子
孫
か
ら

何
ら
か
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
、「
吟
味
」
す
る
と
言
う
。

第
五
条
で
は
、
徳
川
家
康
や
徳
川
将
軍
家
に
関
す
る
出
版
物

や
写
本
を
禁
じ
、
事
情
が
あ
る
場
合
は
奉
行
所
に
申
し
出
る

よ
う
に
命
じ
る
。
ど
ち
ら
も
、
実
録
を
念
頭
に
置
い
た
条
目

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
は
、
寛
政
二
（1790

）
年
十
一

月
の
申
渡
に
お
い
て
、
こ
の
出
版
条
目
を
遵
守
す
る
よ
う
改

め
て
書
肆
に
求
め
て
い
た
。

　
『
殺
法
転
輪
』
で
問
題
と
な
る
の
は
第
三
条
で
あ
る
。『
殺

法
転
輪
』
⑤
で
は
、
旗
本
騒
動
が
「
天
下
ノ
大
騒
動
」
に
な
っ

た
た
め
、
老
中
で
あ
っ
た
酒
井
神
楽
頭
（
忠
世
）、
松
平
伊

豆
守
（
信
綱
）
が
御
三
家
に
相
談
し
た
と
記
さ
れ
る
。
ま
た

⑥
で
は
、
信
綱
が
医
師
の
通
仙
院
に
命
じ
て
忠
雄
に
毒
を
盛

り
、
そ
の
死
を
以
て
事
態
を
収
め
た
と
す
る
。『
殺
法
転
輪
』

で
は
、
信
綱
の
行
動
を
、
騒
動
を
落
着
さ
せ
る
た
め
の
「
工

夫
」
と
す
る
が
、
毒
殺
と
は
穏
や
か
で
な
い
。
知
恵
伊
豆
と

し
て
知
ら
れ
る
信
綱
の
そ
う
し
た
行
為
を
出
版
物
に
記
す
こ

と
自
体
が
躊
躇
さ
れ
る
上
に
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
信
綱
の
子

孫
信
明
は
、
本
作
刊
行
当
時
、
定
信
と
と
も
に
寛
政
改
革
を

主
導
す
る
立
場
（
老
中
）
に
あ
っ
た
。
馬
琴
が
信
綱
に
関
す

る
筋
を
削
除
し
、
忠
雄
卿
に
あ
た
る
足
利
管
領
の
死
を
病
死

と
書
き
換
え
た
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
本
作
に
限
ら
ず
、

実
録
に
取
材
す
る
草
双
紙
に
お
い
て
は
、「
公
儀
の
誰
か
に

と
っ
て
都
合
の
悪
く
な
る
」
内
容
に
つ
い
て
は
利
用
を
差
し

控
え
る
傾
向
が
あ
っ
た

）
12
（

。
本
作
は
出
版
統
制
下
で
創
作
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
改
革
の
主
導
者
の
先
祖
に
関
わ
る

こ
と
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
特
に
慎
重
に
こ
う
し
た
筋
を
避

け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
時
代
設
定
や
、
地
名
、
登
場
人
物
名
も
実
録
か

ら
の
改
変
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
実
録
は
事
実
の
記

録
と
い
う
か
た
ち
で
綴
ら
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
年
代
、

地
名
、
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
然
、
こ
れ
ら

を
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
は
憚
ら
れ
る
た
め
、
実
録
を
素
材
と

す
る
文
芸
作
品
で
は
、
時
代
を
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
等
の

過
去
に
設
定
し
、
地
名
や
人
名
も
適
宜
変
更
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。

　

本
作
の
場
合
は
、
歌
舞
伎
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
に
倣
っ

て
時
代
を
室
町
時
代
に
設
定
し
、
人
名
も
歌
舞
伎
に
従
っ
て

変
更
し
て
い
る
。
作
品
の
内
容
は
実
録
に
沿
い
な
が
ら
、
時
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代
、
地
名
、
人
名
を
演
劇
に
倣
う
と
い
う
手
法
は
、
蔦
重
板
、

寛
政
九
（1797

）
年
刊
行
の
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』（
前
掲

【
馬
琴
長
編
抄
録
物
黄
表
紙
一
覧
】
②
）
に
も
踏
襲
さ
れ
る
。

『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
は
、
毛
谷
村
六
助
の
敵
討
を
題
材
と

し
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
実
録
『
豊
臣
鎮
西
軍

記
』
に
拠
る
。
こ
の
実
録
は
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
を
主

筋
と
し
、
そ
の
合
間
に
六
助
の
仇
討
譚
が
展
開
さ
れ
る
作
品

だ
が
、
馬
琴
は
、
そ
の
な
か
か
ら
、
六
助
の
敵
討
に
ま
つ
わ

る
筋
だ
け
を
摘
出
し
て
黄
表
紙
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
代

設
定
や
地
名
、
登
場
人
物
名
等
は
同
名
の
浄
瑠
璃
（
梅
野
下

風
・
近
松
保
蔵
、
天
明
六
〈1786
〉
年
初
演
）
に
倣
っ
て

適
宜
変
更
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
の

う
ち
、
比
較
的
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
は
、
演
劇
の
素

材
と
な
っ
て
い
る
、
人
々
に
な
じ
み
深
い
実
録
を
題
材
に
選

ぶ
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
二
）『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』・『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』

　

享
和
元
（1601

）
年
に
鶴
喜
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
父
讐

宇
都
宮
物
語
』・『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』
は
、
寛
文
十
二

（1672

）
年
に
起
こ
っ
た
浄
瑠
璃
坂
の
仇
討
を
題
材
と
す
る
。

こ
の
仇
討
事
件
は
、
岡
山
藩
士
奥
平
内
蔵
助
が
奥
平
隼
人
に

討
た
れ
た
こ
と
を
発
端
と
し
、
内
蔵
助
の
子
源
八
を
中
心

に
、
か
な
り
大
人
数
で
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

比
較
的
知
名
度
は
低
く
、
演
劇
の
素
材
と
な
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
代
表
的
な
実
録
作
品
も
な
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る

）
13
（

。
そ
の
な
か
で
、
本
作
は
浄
瑠
璃
坂
敵
討
物

の
実
録
の
主
流
と
さ
れ
る
『
宇
都
宮
金
清
水
』
で
は
な
く
、

そ
れ
と
は
「
随
分
か
け
は
な
れ
た
印
象
を
与
え
る
」『
敵
討

瑣
砕
記
』（
作
品
名
は
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
る
）

を
素
材
と
す
る

）
14
（

。

　
【
表
２
】
に
、『
敵
討
瑣
砕
記
』（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
本
）

の
章
題
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』
お
よ

び
『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』
の
丁
数
を
提
示
す
る
（
序
文
に
あ

た
る
『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』
一
丁
表
・
一
丁
裏
を
除
く
）。

　
【
表
２
】
に
示
し
た
通
り
、
ほ
ぼ
実
録
の
内
容
通
り
に
展

開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
作
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・

『
登
阪
宝
山
道
』
と
異
な
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
省
略
も
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
長
尺
な
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
し
て
い
る
た
め
、
内
容
は
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

　

前
作
と
同
様
、
本
作
の
場
合
も
、
展
開
の
み
な
ら
ず
、
文

章
表
現
も
実
録
を
踏
襲
す
る
。
例
と
し
て
敵
討
の
発
端
と
な

る
一
場
面
を
掲
げ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
逝
去
し
た
下
野
国

宇
都
宮
城
主
宇
都
宮
正
司
殿
の
父
（
実
録
の
宇
都
宮
領
主
奥

平
忠
昌
に
あ
た
る
）
の
法
事
の
た
め
、
長
臣
た
ち
が
菩
提
寺

光
源
寺
（
興
禅
寺
）
へ
集
ま
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
、

沖
田
浦
之
助
（
奥
平
内
蔵
助
）
と
沖
田
小
弥
太
（
奥
平
隼
人
）

が
口
論
し
、刃
傷
に
及
ぶ
（
共
通
す
る
字
句
に
傍
線
を
付
す
）。

○
『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』（
四
丁
表
）

こ
の
折
か
ら
諸
家
立
ち
出い

で

て
床
の
間
へ
入
室
と
い
ふ
掛

物
を
掛
け
た
り
。
小
弥
太
、
此
掛
け
物
は
何
と
読
む
と

言
ふ
。
浦
之
助
、
に
う
し
つ
と
読
む
と
答
へ
け
れ
ば
、
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【表 2】

『敵討瑣砕記』 『父讐宇都宮物語』【父】
『五齣浄瑠璃酒肆』【五】

①　奥平家由緒の事（巻之一） 【父】（㊀）2丁表～ 5丁裏

②　奥平隼人同源八浪人の事（巻之二） （㊁）6丁表～ 9丁表

③　兵藤玄蕃等義を唱ふ事 付り奥平殿所替の事（巻之三） 9丁裏・10 丁表

④　小幡中野江戸趣く事 付り兵藤玄蕃等議論の事（巻之四） 10 丁裏

⑤　敵隼人が居所注進の事 付（リ）主馬山形発足の事（巻之五） （㊂）11 丁表～ 12 丁表

⑥　奥平源八が党人数発足の事
⑦　敵味方道子村にて相戦ふ事（巻之六）

12 丁裏～ 14 丁表
同上

⑧　源八が党関東へ発足の事 付り首を送るの事（巻之七） 14 丁裏～【五】（㊃）16 丁表

⑨　源八忍び手段の事 付リ玄蕃金言の事（巻之八） 16 丁裏・17 丁表

⑩　源八が家来兵衛門計略の事
⑪　好庵医案の事 付リ和泉屋重右衛門女房着病の事（巻之九）

17 丁裏・18 丁表
18 丁裏・19 丁表

⑫　小幡好庵療治名誉の事 付リ敵の筋を聞事（巻之十） 19 丁裏～ 20 丁裏

⑬　小幡好庵宇都宮へ通達の事
⑭　奥平源八方号令の事（巻之十一）

（㊄）21 丁表～ 23 丁表
同上

⑮　伝蔵勇気衆心を偏事
⑯ 　義党隼人が殿へ乱入の事 付リ半斎九兵衛最後の事（巻之
十二）

同上
同上

⑰　敵を討取事 付リ敵方打死姓名の事（巻之十三） 23 丁裏・24 丁表

⑱ 　牛込御門にて隼人源八槍合の事 付リ隼人を討取事（巻之
十五）

24 丁裏・25 丁表

⑲　源八伝蔵外記井伊家へ参る事
⑳　井伊掃部頭殿孝道を議論の事（巻之十五）

25 丁裏
同上

㉑ 　源八伝蔵外記流罪の事 付リ諸侯三士を御せうびの事（巻
之十六）

同上
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小
弥
太
大
口
を
開あ

い
て
あ
ざ
笑
ひ
、
さ
て
〳
〵
貴
殿
は

坊
主
ま
さ
り
な
り
。
以
来
坊
主
の
代
は
り
を
勤
め
ら
れ

よ
と
あ
く
ま
で
悪
口
雑
言
に
、
浦
之
助
た
ま
り
か
ね
、

先
刻
よ
り
の
悪
口
雑
言
覚
へ
よ
と
斬
り
つ
く
る
。（
後

略
）

○
『
敵
討
瑣
砕
記
』
巻
之
一
「
奥
平
家
由
緒
之
事
」（
①
）

斯
る
所
へ
其
日
法
会
に
入
室
と
い
へ
る
看
板
を
僧
衆
持

出
て
か
け
退
く
。
隼
人
是
を
見
て
、
是
は
何
と
読
む
や

と
言
ふ
。
兵
藤
玄
蕃
は
少
し
文
才
も
あ
り
し
文
武
の
士

な
り
。
残
り
は
皆
々
口
を
閉
た
り
。
内
蔵
助
曰
く
入
室

と
読
む
と
言
ふ
。
隼
人
か
ら
〳
〵
と
笑
ひ
、
扨
〳
〵
貴

殿
は
常
に
学
問
を
好
き
召
さ
る
ゝ
程
あ
つ
て
坊
主
ま
さ

り
な
り
。
此
後
は
坊
主
の
替
り
に
貴
殿
を
こ
そ
よ
け
れ

と
言
ふ
て
大
手
を
た
ゝ
い
て
あ
ざ
け
り
ぬ
。
爰
に
お
い

て
内
蔵
助
気
色
変
わ
り
、
膝
立
直
し
、
い
か
に
隼
人
、

其
方
は
先
刻
よ
り
種
々
の
雑
言
慮
外
也
と
い
へ
ど
も
、

故
殿
の
御
中
陰
、
こ
と
に
は
一
家
の
中
な
る
ゆ
へ
か
た

〴
〵
堪
忍
の
胸
を
さ
す
る
所
に
、
坊
主
の
替
り
と
は
何

事
ぞ
や
と
ひ
ら
り
と
詞
の
ぬ
き
打
に
（
後
略
）

浦
之
助
（
内
蔵
助
）
と
小
弥
太
（
隼
人
）
が
、「
入
室
」
と

書
か
れ
た
掛
物
（
看
板
）
を
め
ぐ
っ
て
い
さ
か
い
を
起
こ
す

と
い
う
展
開
や
、「
坊
主
ま
さ
り
」
等
の
台
詞
に
共
通
点
が

見
ら
れ
る
。
本
作
が
『
敵
討
瑣
砕
記
』
に
取
材
し
た
作
品
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
上
で
、
通
例
に
則
り
、
本
作
で
も
時
代
設
定
や
地
名
、

人
名
を
変
更
す
る
。
た
だ
、
前
作
と
異
な
り
、
浄
瑠
璃
坂
の

仇
討
を
素
材
と
し
た
演
劇
作
品
は
少
な
い
た
め
、
馬
琴
自
身

が
手
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
人
名
は
、
奥
平

内
蔵
助
を
沖
田
浦
之
助
、
源
八
郎
を
善
八
郎
、
夏
目
外
記
を

辰
目
内
記
と
す
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
等
、
地
方

の
地
名
は
実
録
の
ま
ま
だ
が
、
江
戸
は
鎌
倉
に
変
更
す
る
。

時
代
は
、
実
録
で
は
寛
文
年
間
（1661

〜1673

）
の
こ
と

と
あ
る
が
、
本
作
で
は
「
天
文
年
中
」（1532

〜1554

）

と
さ
れ
て
い
る
。
時
代
を
過
去
（
室
町
時
代
）
に
設
定
す
る

だ
け
で
な
く
、
カ
ン
ブ
ン
と
テ
ン
モ
ン
の
音
の
近
さ
も
考
慮

し
て
設
定
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
年
号
こ
そ
変
更
す
る
も
の
の
、
本
作
で
は
、
実
録

を
踏
ま
え
て
、
か
な
り
細
か
い
日
時
を
記
し
て
い
る
。
宇
都

宮
内
膳
の
父
が
死
去
し
た
日
を
天
文
八
年
二
月
、
小
弥
太
の

弟
修
理
を
討
つ
た
め
に
善
八
郎
一
行
が
出
立
、
修
理
を
討
ち

取
る
日
を
天
文
十
年
七
月
十
七
日
・
十
八
日
、
善
八
郎
等
が

小
弥
太
を
呼
び
出
し
た
日
付
を
同
年
七
月
二
十
二
日
、
小
弥

太
の
妻
の
命
日
を
天
文
十
三
年
一
月
九
日
と
す
る
等
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
天
文
を
寛
文
に
変
え
れ
ば
ほ
ぼ
実
録
通
り
の

日
付
と
な
る
（
小
弥
太
〈
隼
人
〉
の
妻
の
命
日
だ
け
は
、
実

録
で
は
寛
文
十
二
年
一
月
二
十
九
日
と
さ
れ
る
〈
⑬
〉）。
具

体
的
と
言
え
ば
、
日
付
だ
け
で
な
く
、
石
高
な
ど
の
数
字
も

事
細
か
く
示
し
、
特
に
善
八
郎
に
味
方
す
る
十
一
名
の
人
々

の
石
高
に
つ
い
て
は
一
々
羅
列
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
も
実

録
に
載
る
「
姓
名
俸
禄
付
」（
③
）
に
基
づ
く
（
た
だ
し
、
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数
字
に
は
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
）。
日
付
や
石
高
の
記

述
は
、
前
作
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』
や
『
彦

山
権
現
誓
助
剣
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
本

作
の
特
徴
と
言
え
る
。
よ
り
実
録
の
内
容
に
密
着
し
よ
う
と

す
る
馬
琴
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
三
）『
復
讐
阿
姑
射
之
松
』

　

文
化
二
（1805
）
年
に
鶴
喜
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
復
讐

阿
姑
射
之
松
』
は
、
実
録
『
報
讐
実
記
』（
作
品
名
は
『
国

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
る
。
な
お
『
松
井
兄
弟
報
讐
記
』

の
作
品
名
で
も
登
録
さ
れ
る
）
の
抄
録
で
あ
る
。
こ
の
『
報

讐
実
記
』
は
、
先
行
研
究
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

不
明
な
点
が
多
い
。
慶
安
四
（1651
）
年
に
起
こ
っ
た
由

井
正
雪
の
乱
に
ま
つ
わ
る
筋
が
あ
り
、
ま
た
、
正
宗
文
庫
本

『
報
讐
実
記
』、
光
市
文
化
セ
ン
タ
ー
本
『
松
井
兄
弟
報
讐
記
』

に
は
、
元
禄
二
（1689

）
年
三
月
付
け
の
序
文
が
あ
る
た
め
、

そ
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
超

人
的
な
力
を
持
っ
た
松
井
民
次
郎
と
い
う
少
年
が
、
異
人

（
平
茂
直
）
に
見
込
ま
れ
て
異
界
へ
行
き
、
王
の
座
を
継
承

さ
れ
る
と
い
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
筋
に
、
仇
討
譚
が
組
み

込
ま
れ
た
作
品
で
あ
り
、
民
次
郎
の
弟
要
人
の
覚
書
と
い
う

体
で
記
さ
れ
る
。
敵
討
物
と
い
う
よ
り
、
異
国
の
王
の
座
を

継
承
す
る
と
い
う
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
民
次
郎
の
一
代
記

に
近
く
、
敵
討
の
経
緯
を
綴
る
だ
け
で
な
く
、
諸
国
修
行
の

様
子
や
武
勇
伝
も
記
さ
れ
る
。
結
末
も
、
敵
討
成
就
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
民
次
郎
が
異
国
（
山
）
へ
帰
る
と
こ
ろ
で

終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
実
録
を
素
材
と
し
た
作
品
に
は
、
本

作
の
他
に
、
読
本
『
十
嘉
栄
利
花
』（
良
々
軒
器
水
、
文
化

六
〈1809

〉
年
刊
）、『
仙
窟
史
』（
赤
城
山
人
、
同
年
刊
）、

『
松
井
多
見
次
郎
報
讐
記
』（
槐
亭
賀
全
、
文
久
元
〈1861

〉

年
刊
）
が
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
あ
る
程
度
知
ら
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
実
録
は
、『
報

讐
実
記
』
の
作
品
名
で
二
点
、『
松
井
兄
弟
報
讐
記
』
の
作

品
名
で
八
点
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
敵
に
あ
た
る
高
橋
九

郎
兵
衛
に
味
方
す
る
柳
井
兵
馬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
有
無
で
二

系
統
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
、
馬
琴
は
、

兵
馬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
有
す
る
諸
本
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ

る
。【
表
３
】
に
、『
報
讐
実
記
』（
正
宗
文
庫
本
）
の
章
題

と
そ
れ
に
対
応
す
る
『
復
讐
阿
姑
射
之
松
』
の
丁
数
を
示
し
、

そ
の
利
用
法
を
確
認
す
る
（
序
文
に
あ
た
る
一
丁
表
を
除

く
）。

　

省
略
は
多
い
も
の
の
、
基
本
的
に
、
実
録
の
展
開
を
踏
襲

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
文
章
表
現
も
実
録
と
近

似
す
る
（
共
通
す
る
字
句
に
傍
線
を
付
す
）。

○
『
復
讐
阿
姑
射
之
松
』（
一
丁
裏
）

此
千
歳
山
は
最
上
郡
に
属
し
て
山
形
よ
り
は
一
里
半
あ

り
。
こ
ゝ
に
あ
こ
や
の
松
の
旧
跡
あ
り
て
そ
の
傍
ら
に

万
松
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
。
す
な
は
ち
実
方
中
将
の
石
碑

を
止
め
て
当
国
第
一
の
名
所
也
。（
後
略
）
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【表 3】

『報讐実記』 『復讐阿姑射之松』

①　松平下総守殿由緒 并松井内蔵父子の事
②　松井内蔵千年山遊覧 并 松井民次郎逢難事
③　松井民次郎異人の舘に至る事 武術稽古の事
④　異人民次郎ニ兵術を伝 并民次郎山賊退治の事（巻一）

【前編】（上）1丁裏・2丁表
　同上
（上）2丁裏～ 4丁表
（中）4丁裏～ 7丁裏

⑤　平民次郎茂仲に先祖物語 并茂直父子契約の事
⑥　平茂直養子茂仲故郷へ帰り父母に対面 并学問の事
⑦　松井市兵衛菊池に男道 并喧嘩の事
⑧　高橋監物改易 并菊池三之助始末の事（巻二）

（中）7丁裏～ 9丁表
（中）9丁裏・10 丁表
（中）10 丁裏・12 丁表
（下）12 丁裏～ 13 丁表

⑨　市兵衛大坂へ下る事 并敵高橋を討事
⑩ 　松井市兵衛故郷へ書状送る 并高橋九郎兵衛兄の敵討ニ
出る事

⑪　九郎兵衛市兵衛建高事 并松井市兵衛横死の事
⑫　松井市兵衛横死山形ニ注進 并松井民次郎武勇の事
⑬　松井民次郎平茂仲山中にて仙女に逢事
⑭　平茂仲三春へ行事 并秋田河内守殿大蛇退治の事
⑮　秋田河内守平民次郎茂仲へ対面談和の事（巻三・四）

（下）13 丁裏・14 丁表
同上

14 丁裏・15 丁表
15 丁裏、【後編】（上）16 丁表
16 丁裏～ 18 丁表
18 丁裏～ 20 丁表
20 丁裏

⑯　平次郎茂仲江戸へ出る事 并松井要人対面の事
⑰　紀州大納言殿に民次郎参上の事 并民次郎射術の事
⑱　民次郎由井正雪対面 并民次郎虚病の事
⑲　民次郎於正雪宅事 并毒害を企有の事（巻五）

＊なし
＊なし
＊なし
＊なし

⑳　保科少将殿へ民次郎初て対面の事 并議論の事
㉑　保科君水戸光圀卿へ御物語 并民次郎談話の事（巻六）

＊なし
＊なし

㉒　高橋九郎兵衛大坂に帰事 并柳井兵馬由緒の事
㉓　柳井兵馬於山中盗賊大勢ヲ討伐の事
㉔　柳井兵馬加藤熊谷出会 并嶋原花鳥由来の事（巻七）

（下）21 丁表
21 丁裏～ 24 丁表
同上

㉕　嶋原花鳥由緒 并柳井溺女色に逐電の事
㉖　平民次郎茂仲知天変 并諸国種廻江戸発足の事
㉗　平茂仲武者修行に出る事（巻八）

同上
＊なし
＊なし

㉘ 　備前少将光政君挙用熊沢次郎八の事 并熊沢民次郎対面
の上議論の事（巻九）

＊なし

㉙ 　正雪忠弥誅戮ニ付民次郎江府へ向事 并盗賊に出逢事（巻
十）

＊なし

㉚　民次郎於信濃国異人 并斬妖獣事
㉛　民次郎要人大坂へ上る事 并敵討の事
32　民次郎要人山形へ帰事 並民次郎父母の所ヲ辞山へ入事
33　民次郎要人に語りける覚書（巻十一）

＊なし
（下）24 丁裏・25 丁表
（下）25 丁裏
＊なし
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○
『
報
讐
実
記
』「
松
井
内
蔵
千
年
山
遊
覧 

并 

松
井
民

次
郎
逢
難
事
」（
②
）

此
辺
名
所
古
跡
多
き
中
に
も
城
下
を
離
る
ゝ
事
一
里
半

に
し
て
千
年
山
あ
り
。
其
麓
に
こ
そ
出
べ
き
月
の
出
る

や
ら
ん
と
万
葉
集
に
も
読
た
り
し
阿
古
屋
の
松
の
遺
跡

有
。
其
脇
に
万
松
寺
と
云
る
寺
有
。
此
寺
に
実
方
中
将

の
石
碑
残
り
て
苔
む
し
た
り
。

両
書
の
関
係
は
明
白
だ
ろ
う
。

　

実
録
の
う
ち
、
省
略
さ
れ
た
章
の
内
容
を
確
認
し
て
み
る

と
、
例
え
ば
『
報
讐
実
記
』
⑰
〜
⑲
は
、
民
次
郎
が
紀
伊
大

納
言
頼
宣
の
紹
介
で
由
井
正
雪
に
対
面
す
る
場
面
、
⑳
、
㉑

は
保
科
正
之
か
ら
民
次
郎
の
噂
を
聞
い
た
水
戸
光
圀
が
、
民

次
郎
と
対
面
す
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
面

は
、
後
に
謀
反
を
起
こ
す
正
雪
の
内
面
を
見
抜
き
、
保
科
正

之
や
水
戸
光
圀
に
も
認
め
ら
れ
る
民
次
郎
の
非
凡
さ
を
強
調

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
後
に
展
開

す
る
敵
討
に
は
ま
っ
た
く
関
わ
ら
な
い
。
馬
琴
は
、
こ
う
し

た
筋
を
除
く
こ
と
で
、
一
代
記
的
な
実
録
の
内
容
を
、
書
名

の
通
り
、「
復
讐
」
譚
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
㉖
、
㉗
、
㉙
、
㉚
に
描
か
れ
る
民
次
郎
の
武
勇
伝

や
、
㉘
に
描
か
れ
る
熊
沢
次
郎
八
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
同

様
の
理
由
で
省
略
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
、
⑰
〜
㉑
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
ま
と
め
方
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
紀
伊
大
納
言
頼
宣
や
、
保
科
正
之
、

水
戸
光
圀
等
が
、
由
井
正
雪
と
関
わ
る
形
で
登
場
し
て
い
た

こ
と
が
問
題
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
で
に
述
べ
た
通

り
、
実
録
種
黄
表
紙
で
は
、
公
儀
に
関
わ
る
人
物
に
と
っ
て

不
都
合
な
内
容
は
削
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
馬
琴
も
『
銘
正

夢
楊
柳
一
腰
』
で
は
、
松
平
信
綱
に
か
か
わ
る
筋
を
省
略
し

て
い
た
。
徳
川
家
康
の
子
で
あ
る
頼
宣
は
、
御
三
家
の
一
つ

で
あ
る
紀
州
徳
川
家
の
初
代
で
あ
り
、
八
代
将
軍
吉
宗
も
そ

の
血
筋
に
連
な
る
。
ま
た
、
正
之
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
子

で
、
後
に
四
代
将
軍
家
綱
を
補
佐
し
、
幕
政
に
も
関
わ
っ
た
。

水
戸
黄
門
の
通
称
で
よ
く
知
ら
れ
る
光
圀
は
、
家
康
の
孫
で

か
つ
て
の
副
将
軍
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
物
た
ち
が
、
大

罪
人
と
関
わ
っ
た
と
い
う
記
事
を
、
そ
の
ま
ま
出
版
物
に
載

せ
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

時
代
や
地
名
、
人
名
に
手
を
加
え
る
と
い
う
方
法
も
、
先

行
す
る
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
と
変
わ
ら
な
い
。
時
代
に
つ

い
て
、
実
録
で
は
、
慶
安
年
間
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
本
作

で
は
、「
い
づ
れ
の
時
に
か
あ
ら
ん
」（
一
丁
裏
）
と
、
時
代

を
限
定
し
な
い
。
ま
た
、
地
名
に
つ
い
て
は
、
民
次
郎
の
生

国
で
あ
る
出
羽
国
山
形
や
、
敵
が
潜
伏
す
る
摂
州
大
坂
に
つ

い
て
は
実
録
通
り
だ
が
、
江
戸
と
い
う
地
名
は
出
さ
ず
、
武

蔵
国
豊
嶋
郡
と
す
る
等
の
変
更
を
加
え
て
い
る
。
人
物
名

は
、
例
え
ば
、
松
井
民
次
郎
は
勝
井
富
次
郎
、
敵
で
あ
る
高

橋
九
郎
兵
衛
は
坂
松
九
平
と
変
更
す
る
。管
見
の
限
り
、『
報

讐
実
記
』
に
も
と
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
演
劇
作
品
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
た
め
、
馬
琴
が
適
宜
変
更
し
た
と
推
定
し
て
お

く
。

　

以
上
、
鶴
喜
が
出
版
し
た
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
の
典
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拠
、
お
よ
び
創
作
法
を
確
認
し
た
。
取
り
上
げ
た
作
品
に
共

通
す
る
手
法
は
、
実
録
の
内
容
に
沿
っ
て
物
語
展
開
や
文
章

を
綴
る
一
方
で
、
実
録
種
草
双
紙
の
通
例
に
従
っ
て
、
将
軍

家
や
幕
府
に
関
わ
る
よ
う
な
人
物
の
、
特
に
醜
聞
に
な
り
得

そ
う
な
内
容
は
慎
重
に
作
品
か
ら
除
外
し
、
ま
た
、
時
代
や

地
名
、
人
名
に
つ
い
て
も
適
宜
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
対
し
て
、
題
材
と
な
る
実
録
の
選
び
方
に
は
、
年
次
に

よ
る
違
い
が
あ
る
。
比
較
的
創
作
年
次
の
早
い
作
品
は
、
演

劇
で
知
ら
れ
た
素
材
を
選
ぶ
の
に
対
し
、
後
年
の
作
品
は
、

演
劇
の
素
材
と
な
っ
て
い
な
い
実
録
を
選
ぶ
傾
向
に
あ
る
。

　

馬
琴
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
手
法
は
、
先
行
す
る
実
録
種
黄

表
紙
の
手
法
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
特
筆
す
る
よ
う

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
部
な

実
録
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
た
め
に
は
、
実
録
の
内
容
を
熟

知
し
た
上
で
、
省
略
を
重
ね
な
が
ら
も
一
つ
の
物
語
と
し
て

ま
と
め
る
技
量
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
頃
の
馬
琴
に

す
で
に
そ
う
し
た
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ

う
。

　

こ
う
し
た
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
の
創
作
法
を
踏
ま
え
た

上
で
、
次
に
、
寛
政
改
革
下
に
お
け
る
鶴
喜
の
出
版
活
動
を

分
析
し
、
両
者
の
関
連
を
検
証
し
た
い
。

三
、
改
革
期
に
お
け
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
の
出
版
活
動

　

寛
政
期
の
鶴
喜
の
活
動
と
し
て
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
潤
筆
料
の
支
払
い
で
あ
る
。『
山
東
京
伝
一
代
記
』（
作

者
、
成
立
年
不
明
）
等
の
記
述
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
寛
政
の
半
ば
頃
、
鶴
喜
は
、
蔦
重
と
協
働
し
て
山
東
京

伝
と
馬
琴
の
黄
表
紙
作
品
に
潤
筆
料
を
定
め
、
文
化
期
に
入

る
ま
で
、
京
伝
、
馬
琴
の
作
品
を
独
占
し
た
。
鶴
喜
と
蔦
重

が
、
潤
筆
料
の
支
払
い
と
、
そ
れ
に
よ
る
作
家
の
独
占
と
い

う
画
期
的
な
手
段
に
出
た
の
に
は
、
各
々
理
由
が
あ
っ
た
。

鈴
木
俊
幸
氏
は
、
蔦
重
に
つ
い
て
、
改
革
に
よ
っ
て
「
蔦
重

版
戯
作
の
主
要
部
分
を
支
え
て
き
た
武
士
作
家
た
ち
」
が
絶

筆
し
、「
人
材
不
足
」
に
陥
っ
た
た
め
に
、「
作
者
の
確
保
」

が
必
要
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る

）
15
（

。
一
方
の
鶴
喜
も
「
作
者
の

確
保
」
が
必
要
と
な
る
事
情
が
あ
っ
た
。
改
革
以
前
、
鶴
喜

の
黄
表
紙
出
版
を
支
え
て
い
た
の
は
、
町
人
の
京
伝
と
狂
言

師
の
芝
全
交
で
あ
り
、
改
革
期
に
入
っ
て
も
、
鶴
喜
の
黄
表

紙
出
版
は
こ
の
二
人
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
寛

政
五
（1793

）
年
、
全
交
が
死
没
す
る
。
全
交
は
、
鶴
喜

の
「
得
意
」（『
作
者
部
類
』）
で
あ
り
、
長
年
、
鶴
喜
の
出

版
活
動
を
支
え
た
人
気
作
家
で
あ
っ
た
。
全
交
の
辞
世
は
、

鶴
喜
に
と
っ
て
痛
手
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
代
わ
る
よ

う
に
登
場
す
る
の
が
馬
琴
で
あ
る
。

　

寛
政
三
（1791

）
年
か
ら
作
家
業
を
は
じ
め
た
馬
琴
は
、

京
伝
の
代
作
や
、
蔦
重
で
の
奉
公
を
経
て
、
徐
々
に
鶴
喜
、

蔦
重
両
書
肆
の
信
頼
を
得
た

）
16
（

。
髙
木
元
氏
は
、「
馬
琴
の
場

合
は
、
出
板
点
数
か
ら
見
る
限
り
蔦
重
よ
り
も
鶴
喜
と
の
関

係
が
よ
り
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、「
二
代
目

鶴
喜
も
若
い
馬
琴
を
見
込
ん
で
出
板
の
機
会
を
与
え
続
け
る

こ
と
に
拠
っ
て
、
黄
表
紙
か
ら
始
め
て
読
本
作
家
と
し
て
一
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人
前
に
な
る
ま
で
馬
琴
を
育
て
た
と
見
做
す
こ
と
も
可
能
だ

と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る

）
17
（

。
こ
の
時
期
の
鶴
喜
と
馬
琴

の
関
係
性
は
髙
木
氏
が
述
べ
る
通
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
全
交
に
代
わ
る
作
者
を
確

保
し
た
い
と
い
う
鶴
喜
の
意
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
物
問
屋
仲
間
へ
の
加
入
も
改
革
期
の
こ
と
で
あ
る
。

『
割
印
帳
』
で
は
、
寛
政
四
（1792

）
年
四
月
十
日
の
項
に

初
め
て
鶴
喜
の
名
が
登
場
し
て
い
る
。
地
本
を
扱
う
書
肆
で

あ
っ
た
鶴
喜
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
書
物
問
屋
仲
間
に
加
入

し
た
の
は
、
出
版
取
締
り
の
な
か
、
地
本
の
出
版
だ
け
で
は

そ
の
活
動
を
維
持
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
鈴
木
俊
幸
氏
は
、
や
は
り
鶴
喜
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書

物
問
屋
仲
間
へ
加
入
し
た
蔦
重
に
つ
い
て
、「
寛
政
改
革
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
風
俗
矯
正
政
策
と
倹
約
の
風
潮
と
に

よ
っ
て
、
草
紙
類
の
流
通
が
不
自
由
に
な
り
、
地
本
業
界
全

体
の
景
気
が
冷
え
込
み
、
地
本
に
多
く
を
依
存
す
る
経
営
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る

）
18
（

。
鶴
喜
の
場
合
も
、

蔦
重
と
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
と
は
い

え
、
書
物
問
屋
仲
間
へ
の
加
入
は
、
出
版
活
動
の
幅
を
広
げ

る
契
機
と
も
な
っ
た
。
書
物
問
屋
仲
間
加
入
の
利
点
は
、
書

物
に
分
類
さ
れ
る
出
版
物
を
扱
え
る
こ
と
と
、
書
物
の
全
国

的
な
流
通
網
に
参
入
で
き
る
こ
と
の
二
点
に
あ
る

）
19
（

。『
割
印

帳
』
に
よ
れ
ば
、
鶴
喜
も
、
儒
書
や
歌
集
等
、
こ
れ
ま
で
扱
っ

て
い
な
か
っ
た
出
版
物
の
刊
行
を
試
み
た
り
、
大
坂
書
肆
塩

屋
七
兵
衛
蔵
板
の
『
近
世
痴
人
伝
』
の
「
江
戸
売
弘
め
」
を

担
っ
た
り
、
同
じ
く
大
坂
書
肆
の
八
文
字
屋
八
左
衛
門
と
相

板
で
劇
書
を
出
版
し
た
り
と
、
書
物
問
屋
の
利
点
を
生
か
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

書
物
問
屋
鶴
喜
の
活
動
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、

『
割
印
帳
』
寛
政
十
一
（1799

）
年
十
二
月
七
日
の
項
に
記

録
さ
れ
る
『
絵
本
楠
二
代
軍
記
』、『
絵
本
尊
氏
勲
功
記
』、

寛
政
十
二
（1800

）
年
六
月
二
十
五
日
の
項
に
記
載
さ
れ

る
『
画
本
武
王
群
譚
』、
享
和
二
（1802

）
年
十
二
月
七
日

の
項
に
記
載
さ
れ
る
『
絵
本
日
蓮
大
士
一
代
記
』、
享
和
三

（1803

）
年
十
二
月
二
十
三
日
の
項
に
記
載
さ
れ
る
『
絵
本

漢
楚
軍
談
』
の
よ
う
な
、「
絵
本
」
を
冠
し
た
作
品
群
の
出

版
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
本
は
、
文
化
三
（1806

）
年
刊
、

鶴
喜
板
の
馬
琴
読
本
『
四
天
王
剿
盗
異
録
』
の
巻
末
に
付
さ

れ
た
「
仙
鶴
堂
蔵
板
目
録
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
絵
本
シ

リ
ー
ズ
の
一
部
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
目
録
に
沿
っ
て
、
該

当
す
る
作
品
を
一
覧
す
る
（
作
品
名
は
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
』
に
よ
る
）。
な
お
、
鶴
喜
の
単
独
板
行
で
は
な
い
作
品

も
あ
る
が
、「
仙
鶴
堂
蔵
版
目
録
」
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
鶴
喜
が
主
板
元
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

【
鶴
喜
板
軍
記
絵
本
一
覧
】

安
永
十　
　

 『
絵
本
保
元
平
治
物
語
』
作
者
不
明
（
中
形
本
）

五
冊

天
明
七　
　

 『
絵
本
義
経
一
代
実
記
』
勝
川
春
章
（
中
形
本
）

五
冊

寛
政
二　
　

 『
信
玄
一
代
記
』（
中
形
本
）
一
冊　

＊
丁
子
屋

平
兵
衛
販
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寛
政
五　
　

 『
絵
本
将
門
一
代
記
』
瀧
水
子
（
中
形
本
）
五

冊　

＊
秩
父
屋
庄
左
衛
門
、
西
宮
新
六
相
板

寛
政
十
一　

 『
絵
本
大
江
山
物
語
』
曲
亭
馬
琴
（
中
形
本
）

三
冊

寛
政
十
二　

 『
絵
本
尊
氏
勲
功
記
』
曲
亭
馬
琴
序
（
中
形
本
）

五
冊　

＊
丁
字
屋
平
兵
衛
販

　
　
　
　
　

 『
絵
本
楠
二
代
軍
記
』
曲
亭
馬
琴
序
（
中
形
本
）

五
冊　

＊
丁
字
屋
平
兵
衛
販

享
和
三　
　

 『
絵
本
日
連
大
師
御
一
代
記
』
北
尾
重
政
（
半

紙
本
）
五
冊　

＊
村
田
屋
次
郎
兵
衛
相
板

文
化
三　
　

 『
画
本
武
王
軍
談
』
曲
亭
馬
琴
（
中
形
本
）
五

冊

　
　
　
　
　

 『
絵
本
漢
楚
軍
談
』
曲
亭
馬
琴
（
半
紙
本
）
十

冊

刊
年
不
明　

 『
絵
本
八
幡
太
郎
一
代
記
』
万
象
亭
（
半
紙
本
）

五
冊

未
刊　
　
　
『
絵
本
天
神
記
』
曲
亭
馬
琴

　

一
覧
に
も
示
し
た
通
り
、
こ
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
馬
琴

も
携
わ
っ
て
い
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
創
作
事
情
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（『
作
者
部
類
』）。

（
引
用
者
注
│
寛
政
）
十
年
戊
午
の
春
、
仙
鶴
堂
〔
鶴

喜
〕
が
誂
る
為
に
『
絵
本
大
江
山
物
語
』
三
巻
を
綴
る

〔
画
は
北
尾
重
政
也
。
か
ゝ
る
絵
本
株
、
素
よ
り
鶴
屋

に
あ
り
。
よ
り
て
折
々
新
板
を
出
せ
り
。
こ
の
冊
子
の

形
は
半
紙
と
中
本
の
間
な
る
物
な
れ
ば
、
中

ち
ゆ
う

形が
た

本ぼ
ん

と
唱

ふ
。
以
下
倣
之
。
こ
の
書
、
明
年
己
未
の
正
月
発
行
し

た
り
。〕（
中
略
）

（
引
用
者
注
│
寛
政
）
十
二
年
庚
申
の
秋
、『
絵
本
武

王
軍
談
』
五
巻
を
綴
る
〔
間あ

い

形が
た

本ぼ
ん

、
画
は
北
尾
也
〕。

享
和
元
年
、
又
『
絵
本
漢
楚
軍
談
』〔
前
編
五
巻
、
後

編
五
巻
〕
共
に
十
巻
を
綴
り
て
印
行
せ
ら
る
。
同
年
又

『
絵
本
天
神
記
』
五
巻
を
綴
る
。
こ
れ
ら
の
絵
本
は
作

者
の
得
意
に
あ
ら
ず
、
板
元
鶴
屋
が
誂
へ
に
よ
れ
り
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
同
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
『
絵
本
大

江
山
物
語
』、『
画
本
武
王
軍
談
』、『
絵
本
漢
楚
軍
談
』
に
加

え
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
『
絵
本
天
神
記
』
を
創
作
し
た
が
、

そ
れ
は
作
者
の
「
得
意
」
で
は
な
く
、
書
肆
鶴
喜
の
「
誂
へ
」

（
要
請
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
該
絵
本
が
鶴
喜
の
企
画
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
鶴
喜
が
こ
う
し
た
絵
本
の
「
絵
本
株
」（
板

株
）
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
馬
琴
の
言
や
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
が
作
者
を
変
え
な
が
ら
断
続
的
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、『
絵
本
尊
氏
勲
功

記
』、『
絵
本
楠
二
代
軍
記
』
の
序
文
も
執
筆
し
た
馬
琴
は
、

鶴
喜
の
企
画
実
現
に
も
っ
と
も
貢
献
し
た
作
家
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
の
特
色
は
、
馬
琴
も
言
及
す

る
特
殊
な
書
型
に
あ
る
。
馬
琴
が
中
形
本
ま
た
は
間
形
本
と

呼
ぶ
こ
の
書
型
（
本
稿
で
は
「
中
形
本
」
に
統
一
す
る
）
は
、

『
作
者
部
類
』
に
あ
る
よ
う
に
、
半
紙
本
と
中
本
の
中
間
の

サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
す
べ
て
が
中
形
本
で
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出
版
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
、
半
紙
本
で

出
版
さ
れ
た
『
絵
本
八
幡
太
郎
一
代
記
』
の
匡
郭
が
中
形
本

と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
中
形
本
と
し
て
出
版
す
る

予
定
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
書
型
が
採

用
さ
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
近
世
の
出
版
物
に
お
い
て
書

型
と
ジ
ャ
ン
ル
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
書
物
（
半
紙
本
）
と
草
双
紙
（
中
本
）
の
中
間
に
位
置

す
る
、
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
物
と
し
て
創
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
軍
記
物
語
等
、
大
部
な
作
品
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
特
色
で
あ
る
。例
え
ば
、『
絵

本
保
元
平
治
物
語
』
は
『
保
元
物
語
』、『
平
治
物
語
』
の
、

『
絵
本
義
経
一
代
記
』
は
『
義
経
記
』
の
抄
録
で
あ
る
。
こ

う
し
た
軍
記
物
は
、
寛
政
改
革
期
の
鶴
喜
が
特
に
力
を
入
れ

て
出
版
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
寛
政
六
（1794

）
年
に
、

鶴
喜
は
、
廃
業
し
た
鱗
形
屋
孫
兵
衛
の
旧
板
で
あ
っ
た
『
義

経
一
代
記
』、『
通
俗
三
国
志
』、『
頼
朝
一
代
記
』、『
通
俗
漢

楚
軍
談
』、『
清
盛
一
代
記
』、『
軍
配
団
』、『
大
益
天
神
記
』

の
七
作
を
再
板
す
る

）
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（

。
こ
れ
ら
は
、
書
名
の
通
り
、
和
漢
の

軍
記
物
語
に
取
材
し
た
作
品
群
で
あ
り
、
抄
録
物
も
含
ま
れ

る
。
同
年
に
鱗
形
屋
の
旧
板
を
再
板
し
た
蔦
重
が
、
恋
川
春

町
や
朋
誠
堂
喜
三
二
の
作
品
を
選
び
取
っ
た
よ
う
に

）
21
（

、
鶴
喜

も
、
鱗
形
屋
の
旧
板
の
な
か
か
ら
敢
え
て
こ
う
し
た
作
品
を

選
ん
で
再
板
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
抄
録
物
絵
本
シ

リ
ー
ズ
の
出
版
が
、
特
に
寛
政
の
改
革
以
降
積
極
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
含
め
、
寛
政
期
の
鶴
喜
が
、
抄
録

物
に
活
路
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

実
は
、
抄
録
物
の
出
版
は
、
鶴
喜
だ
け
が
行
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
寛
政
半
ば
頃
の
出
版
界
の
流
行
で
も
あ
っ
た
。
軍

記
物
語
を
素
材
と
し
た
作
品
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
普
遍

の
人
気
を
誇
る
も
の
だ
が
、『
戯
作
外
題
鑑
』（
活
東
子
、
文

久
元
〈1861

〉
年
成
）
寛
政
四
年
の
項
に
「
此
頃
、
化
物

咄
の
本
行
は
る
ゝ
、
是
よ
り
四
五
年
の
間
に
怪
談
多
し
、
又
、

一
代
記
、
軍
書
の
類
行
は
れ
て
、
今
年
の
出
版
、
軍
書
、
怪

談
多
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
の
半
ば
頃
か
ら
、
怪
談
物

と
と
も
に
、
軍
記
物
語
か
ら
特
定
の
人
物
の
事
跡
を
取
り
出

し
た
一
代
記
や
、
軍
記
物
語
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
黄
表
紙

作
品
の
出
版
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
（「
軍
書
」
は
実
録
を

指
す
場
合
も
あ
る
が
、
当
時
の
出
版
状
況
か
ら
、
こ
こ
で
は

軍
記
物
語
を
素
材
と
し
た
作
品
を
指
す
と
解
釈
す
る
）。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
、『
戯
作
外
題
鑑
』
で
は
「
此
頃
よ
り
、

世
間
の
風
俗
、
街
談
等
を
綴
る
こ
と
を
憚
り
し
故
、
か
様
の

作
に
移
り
か
は
る
な
る
べ
し
」
と
述
べ
る
。「
世
間
の
風
俗
、

街
談
等
を
綴
る
こ
と
を
憚
」
る
と
は
、
寛
政
改
革
の
出
版
統

制
に
よ
っ
て
、
時
事
的
な
話
題
が
取
り
上
げ
に
く
く
な
っ
た

こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
対
し
て
、
怪
談
や
軍
記
物
語
は
、

幕
府
か
ら
咎
め
ら
れ
る
心
配
の
な
い
題
材
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
軍
記
物
語
に
取
材
し
た
作
品
は
、
改
革

下
に
ふ
さ
わ
し
い
出
版
物
で
す
ら
あ
っ
た
。『
絵
本
将
門
一

代
記
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
絵ゑ

の
こ
と事

の
妙
な
る
、
よ
く
古
今
の
事
を
写
し
て
几
上
に
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歴
然
た
ら
し
む
。
所
謂
前
九
年
、
後
三
年
、
保
元
平
治
、

源
平
、
南
北
朝
な
ど
、
世
々
の
丹
青
に
あ
き
ら
か
な
り
。

今
天
慶
の
将
門
承
平
の
純
友
の
逆
乱
を
ま
の
あ
た
り
小

冊
の
画
と
な
し
て
太
平
の
代
の
玩
び
と
せ
し
は
、
安
に

居
て
危
き
を
思
ひ
、
文
事
あ
る
も
の
武
備
あ
る
の
語
に

も
叶
ひ
侍
ら
ん
か
し
。

　

こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
承
平
天
慶
の
乱
の
顚
末
を
描
い
た

本
作
は
「
文
事
あ
る
も
の
武
備
あ
る
の
語
に
叶
」
う
も
の
な

の
だ
と
い
う
（
傍
線
部
）。
ま
た
、『
画
本
武
王
軍
談
』
の
序

に
は
、「
此
書
に
因
て
是
画
に
遊
ば
ゝ
。
お
の
づ
か
ら
忠
臣
。

義
婦
。
孝
子
。
順
孫
の
功
を
知
り
、
史
林
に
攀よ

ぢ

。
学
堂
に
登

る
の
階
梯
に
ち
か
か
ら
ん
と
い
ふ
こ
と
を
叙
す
」
と
あ
り
、

や
は
り
、
こ
の
絵
本
が
「
史
林
に
攀
」、「
学
堂
に
登
る
」「
階

梯
」
に
な
り
得
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
序
文
の
意
図
は
、

そ
れ
ら
の
作
品
が
啓
蒙
、
教
訓
的
な
性
質
を
持
つ
、
意
義
深

い
作
品
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
創
作
、
出
版
意
義
の
主
張
は
、
寛
政
の
改
革
以

降
、
多
く
の
出
版
物
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
大
屋
多
詠
子
氏
は
、
出
版
規
制
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
、

勧
善
懲
悪
を
標
榜
し
た
り
、
教
訓
性
を
付
加
し
た
り
す
る
作

品
が
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

）
22
（

。
寛
政
改
革
に
お
け
る

出
版
統
制
で
は
、「
い
つ
と
な
く
猥
」（
寛
政
二
年
十
月
申
渡
）

に
な
っ
た
出
版
物
を
引
き
締
め
る
た
め
に
複
数
の
法
令
が
定

め
ら
れ
た
。
勧
懲
の
標
榜
や
、
教
訓
性
の
付
加
は
、
そ
の
出

版
物
が
「
猥
」
な
も
の
で
は
な
く
、
実
用
性
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
幕
府
や
世
間
に
示
す
た
め
に
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
洒
落
本
の
よ
う
に
、
本
来
は
勧
善

懲
悪
や
教
訓
と
は
縁
遠
い
出
版
物
も
、
建
前
上
、
そ
れ
を

謳
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
軍
記
物
語
を
素
材
と
し
た
作
品
の
場
合
、
そ
れ
は

単
な
る
建
前
で
は
な
い
。
李
俊
甫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
軍
記
物
語
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
黄
表
紙
で
は
、
改
革

以
前
か
ら
、
序
文
に
お
い
て
意
義
深
い
読
み
物
で
あ
る
こ
と

が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
李
氏
は
、
軍
記
抄
録
作
品
は
、
児
女

に
わ
か
り
や
す
く
軍
記
物
語
の
概
要
を
示
す
、
啓
蒙
、
教
訓

的
な
読
み
物
で
あ
っ
た
と
述
べ
る

）
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。
加
え
て
、『
絵
本
将
門

一
代
記
』
序
に
あ
る
よ
う
に
、
平
穏
な
江
戸
の
世
に
お
い
て

合
戦
譚
を
読
む
こ
と
が
「
文
事
あ
る
も
の
武
備
あ
る
」
に
通

ず
る
と
す
れ
ば
、
文
武
両
道
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
寛
政
改

革
の
方
向
性
に
沿
っ
た
読
み
物
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
無

論
、
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
制
作
者
側
の
本
心
と
は

限
ら
な
い
が
、
書
肆
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
主
張
で
き

る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。
寛
政
三
（1791

）
年
、
蔦
屋
は
、

洒
落
本
の
出
版
の
咎
で
身
上
半
減
と
い
う
重
い
処
分
を
う
け

た
。
そ
れ
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
で
あ
ろ
う
書
肆
た
ち
は
、

幕
府
の
意
向
に
沿
っ
た
出
版
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
鶴
喜
は
、
寛
政
改
革
に
お
け
る
出
版
取

締
り
の
期
間
、
軍
記
物
語
等
の
抄
録
作
品
の
出
版
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
鶴
喜
の
出
版
活
動
を
踏
ま
え
れ

ば
、
同
じ
く
抄
録
と
い
う
手
法
で
創
作
さ
れ
た
馬
琴
の
実
録
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種
黄
表
紙
も
、
鶴
喜
の
企
図
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
馬
琴
が
創
作
し
た
実
録
種
黄
表
紙
も
、

軍
記
物
語
の
抄
録
と
同
じ
く
出
版
意
義
が
主
張
し
や
す
い
出

版
物
だ
っ
た
。『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』
序
文
（
馬
琴
執
筆
）

に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

書
車
積
る
丑
の
春
。
角
文
字
の
い
が
越
を
増
補
し
て
。

し
ら
半
丁
の
未
に
易
よ
と
せ
ち
に
序
を
需
る
人
は
仙
鶴

堂
の
あ
る
じ
な
り
。
余
こ
れ
を
閲
す
る
に
。
魏
の
恵
王

が
仁
に
あ
ら
ず
と
い
へ
と
も
。
孝
子
義
男
の
功
を
載

て
。
お
の
づ
か
ら
勧
善
懲
悪
す
べ
し
。
さ
れ
や
和
田
と

沢
井
の
澄
濁
る
水
に
。
唐
木
桜
田
が
華
実
を
移
す
。
事

は
浄
瑠
璃
の
床
本
に
も
と
づ
き
。
遂
に
画
工
の
手
す
り

に
掛
け
。
今
や
門
松
の
大
夫
場
と
な
し
て
。
竹
の
一
ふ

し
に
か
た
り
伝
ふ
る
事
を
。
梅
の
難
波
の
ぞ
め
き
な
し

て
。
口
ま
め
鳥
の
一
ト
く
さ
り
書
。

こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
は
「
お
の
づ
か
ら
」、「
勧
善

懲
悪
」
と
い
う
概
念
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
（
傍
線
部
）。

大
屋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
書
の
よ
う
な
敵
討
物
は
、

「
悪
が
滅
び
、
善
が
栄
え
る
」
と
い
う
構
図
を
有
し
て
お
り
、

勧
善
懲
悪
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
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。
ま
た
、
主
君
の
た

め
、
親
の
た
め
に
行
う
敵
討
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
尊
ば

れ
た
忠
や
孝
の
体
現
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、「
お
の
づ
」
と

教
訓
・
啓
蒙
的
な
性
質
を
持
つ
題
材
で
あ
り
、
出
版
意
義
を

多
分
に
有
す
る
と
主
張
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
敵
討
物
の
出
版
は
、
改
革
期
、
軍
記
抄
録
に
活
路
を
見
い

だ
し
て
い
た
鶴
喜
の
活
動
方
針
に
一
致
し
て
い
る
と
言
え

る
。
第
二
節
で
一
覧
し
た
よ
う
に
、「
安
易
な
筋
書
き
」
の

「
長
編
化
し
た
」
黄
表
紙
作
品
は
、
そ
の
す
べ
て
が
敵
討
を

題
材
と
し
て
お
り
、
一
作
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
鶴

喜
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
出
版
状
況
も
考
え
あ

わ
せ
れ
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
実
録
種
黄
表
紙
を
含
む
馬

琴
の
長
編
抄
録
物
黄
表
紙
が
、
鶴
喜
の
要
請
で
創
作
さ
れ
た

可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

四
、
出
版
統
制
と
実
録
種
黄
表
紙

　

前
節
で
述
べ
た
通
り
、
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
は
、
鶴
喜

が
出
版
取
締
り
を
受
け
て
企
図
し
、
馬
琴
に
依
頼
し
て
創
作

に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
版
統
制
を
意

識
し
な
が
ら
、
実
録
を
素
材
と
す
る
作
品
（
そ
れ
も
、
実
録

を
そ
の
ま
ま
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
よ
う
な
作
品
）
を
刊
行
す

る
と
い
う
の
は
、
矛
盾
し
た
行
為
の
よ
う
に
見
え
る
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
録
は
、
そ
の
内
容
の
き
わ
ど
さ
か
ら

出
版
が
許
さ
れ
て
い
な
い
読
み
物
で
あ
っ
た
。
実
録
に
取
材

し
た
文
芸
作
品
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
出
版
統
制

下
で
は
、
実
録
と
い
う
素
材
が
改
め
て
問
題
視
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

少
な
く
と
も
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』

刊
行
時
の
鶴
喜
は
そ
の
よ
う
な
危
険
性
を
強
く
感
じ
て
い
た

ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
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山
道
』
に
は
、
幕
府
の
目
を
憚
っ
て
板
木
を
削
り
、
内
容
を

修
正
し
た
跡
が
諸
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

）
25
（

。
こ
の
修
正
を

主
導
し
た
の
は
、
板
元
で
あ
る
鶴
喜
だ
と
推
測
さ
れ
て
い

る
）
26
（

。
鶴
喜
の
意
図
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
、
ま

ず
、
こ
の
修
正
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
修
正
の
跡
が
甚
だ
し
い
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』

冒
頭
の
文
章
を
取
り
上
げ
、
対
応
す
る
『
殺
法
転
輪
』
の
文

章
と
比
較
す
る
（
共
通
す
る
字
句
に
傍
線
を
付
す
。
ま
た
、

板
木
を
削
っ
た
跡
と
推
測
さ
れ
る
空
欄
を
【
空
欄
】
で
示
し

た
）。○

『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』（
一
丁
裏
・
二
丁
表
）

こ
ゝ
に
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
と
い
へ
る
浄
瑠
璃
本
を
閲
す

る
に
、
鎌
倉
の
管
領
足
利
家
の
身
内
に
和
田
幾
弥
と
て

譜
代
の
家
士
あ
り
。
先
祖
、
ま
さ
か
つ
三
郎
と
と
も
に

和
田
某
河
州
に
お
い
て
【
空
欄
①
】
討
死
し
け
り
。
そ

の
功
あ
る
に
よ
り
て
半
左
衛
門
尉
子
ど
も
を
ね
ん
ご
ろ

に
知
行
【
空
欄
②
】
た
ま
は
り
て
小
姓
【
空
欄
③
】
を

勤
め
け
り
。
そ
の
志
津
馬
の
ち
に
改
名
し
て
行
家
と
い

ふ
て
大
角
が
婿
と
し
て
家
を
相
続
し
、
又
そ
の
子
幾
弥

家
督
を
譲
り
う
け
小
姓
【
空
欄
④
】
を
勤
め
け
る
。
そ

の
身
篤
実
に
て
主
人
の
出
頭
な
り
。
嫡
子
志
津
馬
器
量

万
人
に
優
れ
た
れ
ば
小
姓
に
召
出
さ
れ
昼
夜
御
側
に
勤

め
け
り
。
女
子
一
人
あ
り
。
こ
れ
は
子
細
あ
り
て
大
和

国
の
【
空
欄
⑤
】
家
士
唐
木
政
右
衛
門
が
妻
と
な
り
け

る
。志
津
馬
は
少
年
な
れ
ど
も
学
問
に
勢
を
出
し
け
り
。

○
『
殺
報
転
輪
』
巻
之
一
「
備
前
宰
相
忠
雄
卿
家
士
渡
部

靭
負
河
合
又
五
郎
事 

附
河
合
正
宗
刀
之
事
」（【
表
１
】

①
）

爰
ニ
宰
相
忠
雄
卿
ノ
譜
代
ノ
士
ニ
渡
部
靭
負
ト
云
者
ア

リ
。
祖
、
紀
伊
守
入
道
息
勝
三
郎
ト
共
ニ
先
祖
渡
部
金

右
衛
門
、
於
濃
州
長
久
手
ニ
テ
井
伊
兵
部
少
輔
殿
ノ
手

ニ
討
死
ス
。
其
功
ア
リ
テ
三
左
衛
門
尉
輝
政
子
共
ヲ
念

頃
ア
リ
知
行
二
千
石
玉
ハ
リ
小
姓
頭
ヲ
勤
ム
。
其
ノ
子

数
馬 

若
原
大
学
カ
聟
ト
シ
テ
家
禄
相
続
ス
。
其
子
靭

負
、
家
督
シ
テ
小
姓
頭
近
習
ノ
用
人
ヲ
勤
ム
。
其
身
信

実
ノ
人
ニ
テ
忠
雄
卿
出
頭
也
。
嫡
子
渡
辺
数
馬
、
器
量

百
人
ニ
優
レ
、
児
小
姓
役
ニ
召
出
サ
レ
昼
夜
御
側
ヲ
ハ

ナ
レ
ズ
出
頭
ス
。
女
子
一
人
ア
リ
。
子
細
有
テ
和
州
郡

山
本
田
内
記
殿
家
士
荒
木
又
右
衛
門
ト
云
者
ノ
妻
ト
ナ

ル
。

　

こ
の
文
章
は
、
物
語
の
主
要
人
物
で
あ
る
和
田
幾
弥
（
実

録
の
渡
部
靱
負
に
あ
た
る
）
と
そ
の
嫡
子
静
馬
（
数
馬
）
の

家
系
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
を
比
較
す
る

と
、
叙
述
の
流
れ
や
字
句
が
近
似
し
て
お
り
、
板
木
を
削
っ

た
箇
所
に
ど
の
よ
う
な
文
辞
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
か
、
お
お

よ
そ
の
検
討
を
付
け
る
事
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
幾
弥
の
先

祖
に
つ
い
て
、「
和
田
某
河
州
に
お
い
て
【
空
欄
①
】
討
死

し
け
り
」
と
述
べ
る
文
章
は
、
実
録
の
「
先
祖
渡
部
金
右
衛

門
、
於
濃
州
長
久
手
ニ
テ
井
伊
兵
部
少
輔
殿
ノ
手
ニ
討
死
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ス
」
に
対
応
す
る
。
見
比
べ
る
と
、
空
欄
①
に
あ
た
る
の
は
、

徳
川
家
康
の
重
臣
と
し
て
著
名
な
「
井
伊
兵
部
少
輔
」（
井

伊
直
政
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
幾
弥
の
娘
が
「
大

和
国
の
【
空
欄
⑤
】
家
士
唐
木
政
右
衛
門
が
妻
と
な
り
け
る
」

と
い
う
記
述
は
、
実
録
の
「
和
州
郡
山
本
田
内
記
殿
家
士
荒

木
又
右
衛
門
ト
云
者
ノ
妻
ト
ナ
ル
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。
比
較
す
る
と
、
空
欄
⑤
に
あ
た
る
の
が
、
や
は
り
家
康

の
重
臣
本
多
（
田
）
忠
勝
の
曾
孫
「
本
田
内
記
」（
政
勝
）

の
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

鶴
喜
が
両
人
の
名
を
削
除
し
た
の
は
、
徳
川
家
康
と
関
係

の
深
い
武
人
と
、
そ
の
曾
孫
で
あ
る
上
、
両
名
の
子
孫
も
存

命
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
享
保

七
年
十
一
月
の
出
版
条
目
第
五
条
で
は
、
家
康
や
徳
川
将
軍

家
に
つ
い
て
記
し
た
出
版
物
や
写
本
を
禁
じ
て
い
た
。
ま

た
、
第
三
条
で
は
、
武
家
の
先
祖
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
書
い

て
流
布
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
上
で
、
子
孫
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

あ
れ
ば
糾
問
す
る
と
し
て
い
た
。
松
平
信
綱
の
場
合
と
異
な

り
、
直
政
や
正
勝
に
と
っ
て
不
都
合
な
内
容
が
書
か
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
鶴
喜
は
急
遽
こ
れ
を
修
正
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
数
字
や
、
よ
り
詳
細
な
情
報
も
削
除
さ

れ
て
い
る
。『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』
で
、「
半
左
衛
門
尉
子
ど

も
を
ね
ん
ご
ろ
に
知
行
【
空
欄
②
】
た
ま
は
り
て
小
姓
【
空

欄
③
】
を
勤
め
け
り
」
と
叙
述
さ
れ
る
箇
所
は
、
実
録
の
「
三

左
衛
門
尉
輝
政
子
共
ヲ
念
頃
ア
リ
知
行
二
千
石
玉
ハ
リ
小
姓

頭
ヲ
勤
ム
」
と
い
う
文
章
に
対
応
す
る
。
対
照
す
る
と
、【
空

欄
②
】
に
は
、
知
行
高
の
「
二
千
石
」
に
あ
た
る
言
葉
が
挿

入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
節
で
掲
出
し
た
沢
井

政
五
郎
に
関
す
る
記
述
で
も
、
実
録
の
「
家
禄
七
百
石
ヲ
玉

ハ
リ
」
と
い
う
文
章
が
削
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
具
体
的
な

数
値
は
削
除
す
る
方
針
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
高
を
示
す

こ
と
で
、
個
人
が
特
定
さ
れ
、
実
録
利
用
が
露
呈
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
空
欄
③
は
、
実
録
に
あ
る
「
小
姓
頭
」
の
「
頭
」

の
み
を
削
除
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
同
じ
修
正
は
、
空

欄
④
に
も
見
ら
れ
る
。「
小
姓
頭
」
を
「
小
姓
」
と
微
修
正

す
る
理
由
は
、「
小
姓
頭
」
と
い
う
役
職
が
、
近
世
以
前
の

軍
記
等
に
用
例
の
少
な
い
役
職
名
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
本
作

は
、
室
町
時
代
の
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
時
代
に
は
な
い
役
職
名
を
記
し
て
し
ま
え

ば
、
江
戸
時
代
の
事
件
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
、
ひ
い
て

は
実
録
の
利
用
が
露
顕
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
用
心
を

重
ね
た
も
の
と
推
察
す
る
。

　

ま
た
、
先
に
触
れ
た
旗
本
騒
動
の
後
日
談
に
あ
た
る
『
銘

正
夢
楊
柳
一
腰
』
十
二
丁
裏
・
十
三
丁
表
に
は
、
次
の
よ
う

な
修
正
が
見
ら
れ
る
。
足
利
管
領
の
死
後
、
政
五
郎
を
追
放

す
る
よ
う
命
令
が
下
る
場
面
で
あ
る
。

○
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』（
十
二
裏
・
十
三
丁
表
）

夫
よ
り
五
七
日
に
な
り
し
か
ば
【
空
欄
⑥
】
家
来
政
五

郎
い
さ
ゝ
か
の
異
見
に
幾
弥
を
討
ち
逐
電
せ
し
所
【
空

欄
⑦
】
か
く
ま
ひ
お
く
条
落
ち
度
の
到
り
な
り
。
早
々
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追
放
い
た
し
【
空
欄
⑧
】
さ
し
お
く
事
か
た
く
無
用
な

り
。
も
し
違
背
あ
る
に
お
い
て
は
、
同
罪
た
る
べ
し
と

の
事
な
れ
ば
、
翌
日
沢
井
廣
五
郎
工
夫
を
め
ぐ
ら
し

【
空
欄
⑨
】
政
五
郎
は
遠
方
浜
と
い
ふ
所
へ
金
銀
を
そ

へ
て
遣
ら
れ
け
り
。

○
『
殺
法
転
輪
』「
御
旗
本
中
寺
入 

付
従
講
義
御
書
出
并

河
合
又
五
郎
追
放
の
事
」（【
表
１
】
⑦
）

忠
雄
卿
ノ
三
十
五
日
ニ
河
合
又
五
郎
事
大
名
旗
本
中
ヘ

御
触
之
趣

松
平
宮
内
少
輔
家
来
河
合
又
五
郎
儀
聊
之
遺
恨
若

気
之
横
道
以
渡
部
靱
負
ヲ
討
、
逐
電
仕
之
処
ニ
大

名
旗
本
中
之
内
ニ
カ
ク
マ
イ
置
ル
ヽ
沙
汰
明
白
ニ

候
。
対
天
下
上
ヲ
軽
ル
ノ
仕
方
、
落
度
ノ
至
リ
ニ

候
。
早
々
追
放
シ
武
家
ノ
手
前
ニ
一
宿
モ
仕
セ
申

事
、
堅
無
用
ニ
候
。
若
相
背
ノ
輩
者
可
為
同
罪
者

也
。

 

年　
　

月

老
中
連
判

ヶ
様
ニ
仰
フ
レ
ラ
ル
ヽ
。（
中
略
）
右
ノ
通
故
、
無
是

非
河
合
又
五
郎
ハ
旗
本
中
ノ
手
前
ヲ
出
サ
レ
ケ
ル
。
各

相
談
ニ
テ
、
宮
内
殿
ヘ
奪
レ
ン
ハ
無
念
ノ
次
第
也
ト

テ
、
旗
本
中
ヨ
リ
人
員
見
ヘ
カ
ク
レ
ニ
添
テ
、
三
州
浦

方
知
行
入
組
ニ
テ
吟
味
ト
ヲ
キ
浜
方
ヘ
金
銀
ヲ
添
、
又

歴
々
ノ
見
廻
人
ニ
テ
忍
ハ
セ
ラ
レ
タ
リ
。

空
欄
⑥
は
三
行
分
ほ
ど
空
い
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
十
二
字

前
後
の
文
章
が
削
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
対
応
す
る
実
録

の
文
章
を
見
る
と
、「
河
合
又
五
郎
事
大
名
旗
本
中
ヘ
御
触

之
趣
」、「
松
平
宮
内
少
輔
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
対
応
す

る
文
章
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

「
河
合
又
五
郎
」
と
「
松
平
宮
内
少
輔
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
沢

井
政
五
郎
、
足
利
管
領
と
改
変
さ
れ
て
何
度
も
登
場
し
て
い

る
た
め
、
今
さ
ら
修
正
の
必
要
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
大

名
旗
本
中
ヘ
御
触
之
趣
」
に
あ
た
る
文
章
が
削
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
空
欄
⑦
は
、「
逐
電
せ
し
所
【
空
欄
⑦
】
か

く
ま
ひ
お
く
条
」
に
対
応
す
る
実
録
の
文
章
「
逐
電
仕
之
処

ニ
大
名
旗
本
中
之
内
ニ
カ
ク
マ
イ
置
ル
ヽ
沙
汰
」
を
踏
ま
え

れ
ば
、「
大
名
旗
本
中
之
内
ニ
」
に
あ
た
る
字
句
が
削
ら
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
空
欄
⑨
は
、
比
較
の
結
果
、
実

録
の
「
宮
内
殿
ヘ
奪
レ
ン
ハ
無
念
ノ
次
第
也
ト
テ
旗
本
中
ヨ

リ
人
員
見
ヘ
カ
ク
レ
ニ
添
テ
」
に
あ
た
る
文
章
が
挿
入
さ
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
空
欄
⑨
は
十
二
字
前
後
の
文
字
を

削
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
先
の
文
章
の
一
部
が
挿
入
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
前
後
の
文
章
を
見
て
も
、
ど
の
字

句
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
た

だ
、
こ
の
実
録
の
文
章
に
も
「
旗
本
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
第
二
節
に
掲
出
し
た
沢
井
政
五
郎

に
関
す
る
文
章
で
も
、
実
録
に
記
さ
れ
た
「
御
直
参
」
の
語

が
省
略
さ
れ
た
り
、「
旗
本
」
の
語
が
「
歴
々
」
へ
変
更
さ

れ
た
り
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、「
小
姓
頭
」
と
同
じ
く
、

幕
府
「
直
参
」
の
武
士
を
指
す
「
旗
本
」
と
い
う
語
を
記
す
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こ
と
で
、
同
時
代
の
事
件
を
主
題
と
す
る
こ
と
が
あ
か
ら
さ

ま
に
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

空
欄
⑧
は
実
録
の
「
武
家
ノ
手
前
一
宿
モ
」
に
あ
た
る
字

句
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
前
後

の
文
章
か
ら
す
れ
ば
、「
武
家
ノ
手
前
」
ま
た
は
、「
一
宿
モ
」

の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
一
宿
モ
」
を
省
略
す
る

必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、「
武
家
ノ
手
前
」
に

あ
た
る
言
葉
を
削
っ
た
と
推
測
す
る
。「
武
家
」
は
、
通
常
、

武
士
一
般
を
指
す
言
葉
で
あ
る
た
め
、
修
正
の
必
要
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
録
の
こ
の
文
章
で
は
、「
大
名
」

や
「
旗
本
」
と
同
義
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
た
め
、

削
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
く
。

　

出
版
統
制
を
警
戒
す
る
姿
勢
は
、
本
書
と
『
伊
賀
越
乗
掛

合
羽
』
と
の
関
係
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
本
書
が
実
録
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
歌
舞
伎
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
翻

案
を
装
う
姿
勢
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
前
掲

し
た
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』
序
文
に
「
事
は
浄
瑠
璃
の
床
本

に
も
と
づ
き
」
と
記
し
、
ま
た
本
文
冒
頭
に
も
、「
こ
ゝ
に

伊
賀
越
乗
掛
合
羽
と
い
へ
る
浄
瑠
璃
本
を
閲
す
る
に
」（
一

丁
裏
・
二
丁
表
）
と
綴
る
よ
う
に
、
あ
た
か
も
浄
瑠
璃
に
も

と
づ
い
た
作
品
で
あ
る
か
の
よ
う
に
謳
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
作
の
後
編
『
登
阪
宝
山
道
』
上
巻
は
、
実
際

に
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
翻
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

上
巻
は
、
馬
琴
が
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
。
棚
橋
正
博
氏

が
「
こ
の
上
巻
五
丁
は
他
の
二
十
五
丁
と
は
全
く
異
質
な
も

の
で
、
別
種
の
作
の
一
巻
を
こ
こ
に
混
在
さ
せ
三
巻
三
冊
の

構
成
に
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
よ
う

に
）
27
（

、
馬
琴
が
実
録
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
て
創
作
し
た
五
巻
五

冊
二
十
五
丁
に
、「
別
種
の
作
」
か
ら
取
り
出
し
た
一
冊
分

（
五
丁
）
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
作
品

に
、
他
作
品
の
一
部
を
挿
入
す
る
と
い
う
強
引
な
手
法
は
、

棚
橋
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
板
元
鶴
喜
が
発
案
、
実
行
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
作
が
出
版
取
締
り
を
強
く
意

識
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
手
法
は
、
序

文
や
、
本
文
冒
頭
の
言
葉
と
対
応
し
て
、
実
録
の
利
用
を
紛

ら
わ
そ
う
と
い
う
意
識
の
下
で
な
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

登
場
人
物
名
を
演
劇
に
倣
っ
た
の
も
、
演
劇
の
翻
案
で
あ
る

か
の
如
く
装
う
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
演
劇
と
同

名
の
作
品
名
を
付
け
、
時
代
設
定
や
人
名
を
演
劇
に
倣
っ
た

蔦
重
板
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
の
場
合
も
同
様
の
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登

阪
宝
山
道
』
は
、
出
版
統
制
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
た
上
で

出
版
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
す
れ
ば
、

な
お
の
こ
と
、
出
版
統
制
を
警
戒
し
な
が
ら
、
な
ぜ
、
鶴
喜

は
処
罰
の
危
険
性
の
あ
る
題
材
を
扱
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

が
湧
く
。
同
じ
日
本
橋
通
油
町
に
店
を
構
え
る
蔦
重
の
身
上

半
減
処
分
は
、
本
作
刊
行
の
わ
ず
か
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
危
険
性
を
は

ら
む
作
品
の
刊
行
を
決
断
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
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道
』
の
刊
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
寛
政
六
（1794

）
年
、
上

方
で
も
赤
穂
義
士
仇
討
事
件
の
実
録
を
素
材
と
し
た
読
本

『
絵
本
忠
臣
蔵
』
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
結
局
『
絵
本
忠
臣

蔵
』
は
、
改
を
担
当
し
た
行
司
に
よ
っ
て
差
し
戻
さ
れ
る
が
、

山
本
卓
氏
は
、
こ
の
企
画
の
背
景
に
、
赤
穂
義
士
物
の
実
録

『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
の
盛
行
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る

）
28
（

。
鶴

喜
も
同
時
期
に
実
録
種
黄
表
紙
を
出
版
し
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
時
期
、
赤
穂
義
士
物
に
限
ら
ず
、
実
録
そ
の
も
の

が
全
国
的
に
流
行
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、『
明
和
誌
』（
白
峰
院
、
嘉
永
三
〈1850

〉
年
写
）

に
は
、「
軍
書
講
談
、
寛
政
の
頃
よ
り
至
つ
て
流
行
」（
こ
の

文
章
に
お
け
る
「
軍
書
」
は
、
赤
穂
義
士
物
の
実
録
「
赤
穂

記
」
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
実
録
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ

る
）
と
あ
り
、
こ
の
時
期
、
実
録
講
談
が
流
行
し
た
形
跡
も

う
か
が
え
る
。
鶴
喜
が
実
録
を
題
材
に
選
ん
だ
背
景
に
は
、

ま
ず
、
実
録
人
気
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

た
だ
し
、
い
く
ら
人
気
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
出
版
取
締

り
が
断
行
さ
れ
る
な
か
で
、
敢
え
て
幕
府
に
咎
め
ら
れ
る
可

能
性
を
有
す
る
作
品
を
刊
行
す
る
な
ど
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
現
代
と
異
な
り
、
江
戸
時
代
の
法
令
に
お
い

て
は
処
罰
の
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
な
わ
け
で
は
な
い
。
出

版
取
締
り
の
只
中
に
、
禁
じ
ら
れ
て
い
た
洒
落
本
を
出
版
し

て
蔦
重
が
処
罰
を
受
け
た
の
も
、
幕
府
の
規
制
基
準
が
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た

）
29
（

。
処
罰
の
基
準
が

不
明
確
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
書
肆
や
作
家
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
創
作
・
出
版
活
動
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
基
準
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
鶴
喜

が
本
作
の
出
版
を
決
断
し
た
理
由
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
幕
府
は
享
保
七
年
十
一
月
令
に

お
い
て
、
実
録
の
流
布
を
規
制
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
録

を
素
材
と
し
た
演
劇
作
品
は
、
時
代
を
過
去
に
設
定
し
、
人

名
を
多
少
変
更
す
れ
ば
上
演
で
き
た
上
、
実
録
を
素
材
と
し

た
草
双
紙
も
特
に
規
制
対
象
に
な
る
こ
と
な
く
出
版
さ
れ
続

け
て
き
た
。
実
録
そ
の
も
の
は
出
版
や
流
布
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
実
録
を
素
材
と
し
た
出
版
物
に
つ
い
て
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実

録
抄
録
黄
表
紙
の
出
版
が
違
反
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
出
版

し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

寛
政
二
年
十
月
の
申
渡
以
降
、
草
双
紙
を
は
じ
め
と
す
る

地
本
の
「
行
事
改
」
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ

て
お
き
た
い
。
上
方
で
企
画
さ
れ
た
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
が
行

司
に
よ
る
検
閲
で
差
し
戻
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
行
事
改
」

は
、
内
容
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
出
版
前
に
そ
れ
を
止
め

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
本
来
、「
行
事
改
」
は
、
幕
府
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
出
版
物
の
流
布
を
阻
止
す
る
た
め
の
も

の
だ
っ
た
が
、
書
肆
か
ら
す
れ
ば
、
出
版
取
締
り
の
対
象
に

な
る
か
否
か
を
相
互
に
確
認
で
き
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
鶴

喜
は
、
幕
府
の
要
請
し
た
「
行
事
改
」
を
逆
手
に
と
る
か
た

ち
で
、
実
録
種
黄
表
紙
出
版
の
可
能
性
を
見
極
め
て
い
た
の
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

結
果
と
し
て
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』

は
規
制
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
鶴
喜

が
本
作
の
次
に
実
録
種
黄
表
紙
を
出
版
し
た
の
は
享
和
元

（1801
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
上
方
の
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
の

件
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
、
統
制
下
で
実

録
に
取
材
し
た
作
品
の
出
版
す
る
の
は
、
や
は
り
危
う
い
と

感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
鶴
喜
は
享
和
に
入
っ
て
再
び

実
録
種
黄
表
紙
を
出
版
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、

草
双
紙
に
対
す
る
取
締
り
が
一
時
的
に
緩
ん
だ
こ
と
に
あ
ろ

う
）
30
（

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
出
版
取
締
り
自
体
は
寛
政
五

（1793

）
年
の
定
信
退
任
以
降
も
続
け
ら
れ
る
が
、
寛
政
五

年
八
月
か
ら
享
和
二
（1802

）
年
ま
で
の
間
、
し
ば
ら
く
は
、

草
双
紙
に
対
す
る
規
制
は
発
令
さ
れ
な
く
な
る
。
享
和
元

（1801

）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』・『
五
齣

浄
瑠
璃
酒
肆
』
に
、
出
版
取
締
り
を
警
戒
す
る
様
子
が
う
か

が
え
な
い
の
も
、
こ
う
し
た
統
制
の
緩
み
を
受
け
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』・『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』

で
は
、
時
代
や
地
名
、
人
物
名
こ
そ
手
を
加
え
て
い
る
も
の

の
、『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』
で
は
板
木
を

削
っ
て
ま
で
修
正
し
て
い
た
石
高
な
ど
の
具
体
的
な
数
字
を

実
録
か
ら
細
や
か
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、
年
号
を
変

え
な
が
ら
も
、
実
録
に
記
さ
れ
た
年
月
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
記

し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
に
、
演
劇
の
翻
案
を
装
う
こ
と
で
、

実
録
の
利
用
を
隠
そ
う
と
し
た
『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登

阪
宝
山
道
』
と
異
な
り
、
敢
え
て
著
名
な
演
劇
作
品
を
持
た

な
い
題
材
を
選
ん
で
い
る
こ
と
自
体
が
、
出
版
統
制
へ
の
意

識
が
薄
ら
い
だ
こ
と
の
現
れ
と
も
言
え
る
。
出
版
し
た
実
録

種
黄
表
紙
が
規
制
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
寛
政
改
革
に
お
け
る
出
版
統
制
が
、
草
双
紙
を
対
象
と

し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
鶴
喜
は
、
実
録
種
黄
表

紙
が
問
題
に
な
る
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
享
和
二
（1802

）
年
以
降
、
ふ
た
た
び
草
双

紙
に
関
す
る
触
れ
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
主
に
豊
臣

秀
吉
の
伝
記
の
利
用
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
実
録
利
用
一
般
を

咎
め
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
鶴
喜
の
見
立
て
通
り
、
幕
府
は

実
録
種
黄
表
紙
自
体
を
規
制
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
見

え
る
。

五
、
お
わ
り
に
─
鶴
喜
と
馬
琴

　

本
稿
で
は
、
寛
政
改
革
下
に
お
け
る
鶴
喜
の
出
版
活
動
に

つ
い
て
、
馬
琴
の
実
録
抄
録
黄
表
紙
の
出
版
と
の
関
連
を
中

心
に
検
討
し
た
。
馬
琴
の
実
録
種
黄
表
紙
は
、
出
版
統
制
の

な
か
、
新
た
な
出
版
活
動
を
模
索
し
て
い
た
鶴
喜
の
意
向
に

よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
取
締
り
の
下
で
、
実

録
と
い
う
危
う
い
素
材
を
選
ん
だ
背
景
に
は
、
実
録
流
行
の

風
潮
と
、
出
版
取
締
り
の
曖
昧
さ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
目
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
出
版
統
制
下
の
書
肆
に
と
っ
て

取
締
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
具
体
的
に
示
す

も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

検
討
を
通
じ
て
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
当
時
、
作
家
と
し
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て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
の
馬
琴
が
、
改
革
下
に
お

け
る
鶴
喜
の
出
版
活
動
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
抄
録
物
の
出
版
と
い
う
鶴
喜

の
企
画
は
、
抄
録
物
を
創
作
し
得
る
作
者
の
存
在
な
く
し
て

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
髙
木
氏
は
、
板
元

鶴
喜
が
作
家
と
し
て
の
馬
琴
を
育
て
た
と
指
摘
し
て
い
た

が
、
同
時
に
、
鶴
喜
の
出
版
活
動
も
馬
琴
あ
っ
て
の
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
馬
琴
は
京
伝
と
と
も
に
、
後
期
読
本
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
確
立
し
、
鶴
喜
も
、
両
作

家
の
作
品
を
出
版
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
に
貢
献

し
た
。
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
創
出
に
ま
で
繋
が
っ
た
鶴
喜
と

馬
琴
の
関
係
は
、
寛
政
の
改
革
と
い
う
出
版
界
の
動
揺
期
に

培
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で

も
、
寛
政
の
改
革
に
お
け
る
出
版
取
締
り
は
、
近
世
後
期
文

学
が
花
開
く
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
1
） 

湯
浅
淑
子
「
寛
政
の
出
版
法
令
（
未
定
稿
）」（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物

館
編
『
寛
政
の
出
版
界
と
山
東
京
伝
』
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
一

九
九
五
）、
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制
│
弾
圧
に
翻
弄
さ
れ
た

戯
作
者
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
）。

（
2
） 

『
浮
世
絵
大
事
典
』「
鶴
屋
喜
右
衛
門
」
の
項
（
金
井
圭
太
郎
執
筆
、

東
京
堂
書
店
、
二
〇
〇
八
）。

（
3
） 

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
鶴
屋
喜
右
衛
門
」
の
項
（
今
田
洋
三
執

筆
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）。

（
4
） 

鈴
木
俊
幸
『
新
版
蔦
屋
重
三
郎
』「
寛
政
改
革
と
そ
の
後
」（
平
凡
社
、

二
〇
一
二
）。

（
5
） 

水
野
稔
「
馬
琴
の
黄
表
紙
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
六
一
（
一
九
七
五
・
一
〇
）。

（
6
） 

菱
岡
憲
司
「
傀
儡
子
か
ら
魁
蕾
子
へ
│
馬
琴
異
称
に
み
る
執
筆
意
識

の
変
化
│
」『
近
世
文
芸
』
九
三
、
二
〇
一
一
・
一
）。

（
7
） 

水
野
稔
『
江
戸
文
学
論
叢
』「
馬
琴
の
短
編
合
巻
」（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
四
）。

（
8
） 

菱
岡
憲
司
、
注（
6
）論
文
。

（
9
） 

菊
池
庸
介
『
近
世
実
録
の
研
究
│
成
長
と
展
開
│
』「
実
録
・
草
双

紙
・
絵
本
読
本
│
そ
れ
ぞ
れ
の
田
宮
坊
太
郎
物
│
」（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
八
）。

（
10
） 

国
領
不
二
男
「
滝
沢
馬
琴
の
黄
表
紙
目
録
」『
学
習
院
大
学
国
語
国

文
学
会
誌
』
九
（
一
九
六
六
・
三
）。

（
11
） 

上
野
典
子
「
伊
賀
越
敵
討
物
「
殺
報
転
輪
記
」
の
転
成
」（『
近
世
文

芸
』
四
七
、
一
九
八
七
・
一
一
）。

（
12
） 

菊
池
庸
介
、
注（
9
）論
文
。

（
13
） 

高
橋
圭
一
『
実
録
研
究
│
筋
を
通
す
文
学
│
』「「
浄
瑠
璃
坂
仇
討
」

の
実
録
」（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
）。

（
14
） 

高
橋
圭
一
、
注（
13
）論
文
。

（
15
） 

鈴
木
俊
幸
、
注（
4
）論
文
。

（
16
） 

武
藤
元
昭
「
馬
琴
初
期
黄
表
紙
を
め
ぐ
っ
て
│
読
本
『
高
尾
船
字
文
』

ま
で
│
」（『
青
山
語
文
』
六
、
一
九
七
六
・
三
）。

（
17
） 
髙
木
元
「
書
肆
・
貸
本
屋
の
役
割
」（
久
保
田
淳
編
『
岩
波
講
座
日

本
文
学
史
』
十
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）。

（
18
） 

鈴
木
俊
幸
、
注（
4
）論
文
。

（
19
） 

鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
読
書
熱
│
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
│
』「
明

日
の
見
物
│
新
し
い
読
者
と
蔦
重
・
泉
市
」（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
）。
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（
20
） 

再
板
年
は
、
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
中
巻
（
青
裳
堂
書
店
、
一

九
九
二
）
に
拠
る
。

（
21
） 

棚
橋
正
博
、
注（
20
）「
金
々
先
生
栄
花
夢
」
の
項
。

（
22
） 
大
屋
多
詠
子
「
勧
善
懲
悪
」（『
江
戸
文
学
』
三
四
、
二
〇
〇
六
・
六
）。

（
23
） 
李
俊
甫
「
近
世
後
期
に
お
け
る
五
冊
物
草
双
紙
の
出
版
」（『
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
大
学
院
生
交
流
会
報
告
書
』〈
大
阪
大
学
文
学
研
究

科
〉、
二
〇
二
〇
・
三
）。

（
24
） 

大
屋
多
詠
子
、
注（
22
）論
文
。

（
25
） 

武
藤
元
昭
、
注（
16
）論
文
。

（
26
） 

棚
橋
正
博
、
注（
20
）「
登
阪
宝
山
道
」
の
項
。

（
27
） 

棚
橋
正
博
、
注（
26
）論
文
。

（
28
） 

山
本
卓
『
舌
耕
・
書
本
・
出
版
と
近
世
小
説
』「
文
運
東
漸
と
大
坂

書
肆
」（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）。

（
29
） 

山
本
秀
樹
「
町
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
『
御
触
書
天
保
集
成
』
寛
政

二
年
五
月
出
版
改
革
「
町
触
」
│
山
東
京
伝
・
蔦
屋
重
三
郎
処
罰
の

前
提
状
況
│
」『
近
世
文
芸
』
一
一
二
、
二
〇
二
〇
・
七
）。

（
30
） 

湯
浅
淑
子
、
注（
1
）論
文
。

〔
引
用
元
一
覧
〕

・『
絵
本
将
門
一
代
記
』
│
東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
脇
本
文
庫
本

（D
IG

-T
K

G
L-10822

）。

・『
画
本
武
王
軍
談
』
│
国
文
学
研
究
資
料
館
本
（
ナ4-731-1

〜
5
）。

・『
父
讐
宇
都
宮
物
語
』・『
五
齣
浄
瑠
璃
酒
肆
』
│
東
京
都
立
中
央
図
書
館

加
賀
文
庫
本
（025-0050-024

）。

・『
復
讐
阿
姑
射
之
松
』
│
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
（025-
0053-008

）。

・『
敵
討
瑣
砕
記
』
│
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
本
（026-0069-003

）。

・「
寛
政
二
年
十
月
申
渡
」
│
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
類
集
撰
要
』
四
六

（804-4

）。

・「
享
保
七
年
十
一
月
令
」
│
『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九

三
四
）。

・『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
│
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
）。

・『
戯
作
外
題
鑑
』
│
『
燕
石
十
種
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
）。

・『
殺
法
転
輪
』
│
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
神
宮
皇
學
館
文
庫
本
（007-

0004-012

）。

・『
報
讐
実
記
』
│
正
宗
文
庫
本
（D

IG
-M

A
SM

-00164

）。

・『
銘
正
夢
楊
柳
一
腰
』・『
登
阪
宝
山
道
』
│
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀

文
庫
本
（025-0054-012

）。

・『
明
和
誌
』
│
『
鼠
璞
十
種
』
中
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
）。

＊
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
平
仮
名
を
漢
字
に
直
し
た
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
小
説
史
研
究
会
に

お
け
る
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
皆
さ
ま

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、JSPS

科
研
費21K12926

の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

Abstract
T

he crackdow
n on printing m

atters in K
ansei reform

s 
gave the publishing business a shock of those days. 
T

his paper aim
 to elucidate details of the publishing 

regulations in K
ansei reform

sthrough analysis pub-
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lisher T
suruya-K

iem
on (T

suru-ki) ’s publishing in this 
period. U

nder K
ansei reform

s, T
suru-ki published 

K
yokutei-B

akin ’s kibyōshi w
orks, w

hich based on Jit-
suroku. T

hose w
ere w

ritten to the intention of T
suru-

ki, w
ho tried to print out a book of enlightenm

ent for 
the general public, follow

ing publish regulations by 
E

do-shogunate. B
ut trying to follow

 the publishing 
regulations of K

ansei reform
s and publishing a 

kibyōshi based on Jitsuroku w
ere contradictory to 

each other. because Jitsuroku had been enjoined from
 

publishing by the E
do-Shogunate. T

he reason of the 
inconsistency like this, w

ere that publishing regula-
tions w

ere not clear for publishers, and it w
as difficult 

to understand the detail of regulation unless they 
tried to publish in fact. T

suru-ki and B
akin cooper-

ated to get over the difficult situation in K
ansei 

R
eform

s. It is thought that the strong bond betw
een 

them
 w

ere created in this tim
e.
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